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四
月
二
〇
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
行
な
う
一
一
カ

国
は
日
本
の
交
渉
参
加
を
承
認
し
た
。
四
月
二
四

日
、
ア
メ
リ
カ
政
府＝

通
商
代
表
部
は
、
議
会
に

日
本
の
同
交
渉
へ
の
参
加
を
通
報
し
た
。
九
〇
日

間
の
議
会
と
の
協
議
期
間
を
経
て
七
月
二
三
日
に
、
日
本
の
参
加

が
自
動
的
に
決
ま
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
議
会
へ
の
通
報
に

関
し
、
日
本
に
は
、�
ア
メ
リ
カ
議
会
は
日
本
の
参
加
に
つ
い
て
認

め
る
か
、
否
か
の
採
決
を
行
な
う
�
と
い
う
捉
え
方
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
誤
解
で
あ
る
。
九
〇
日
間
は
、
政
府
と
議
会
の
間
の
形
式

的
な
協
議
期
間
に
す
ぎ
な
い
。
九
〇
日
後
に
、
日
本
は
正
式
に
交

渉
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

四
月
一
二
日
、
日
米
事
前
協
議
の
合
意
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
関
税
（
乗
用
車
二
・
五
％
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
二
五
％
）
の
関
税
撤
廃
期
間
を
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
場
合
（
乗
用

車
五
年
、
軽
ト
ラ
一
〇
年
）
を
大
幅
に
上
回
る
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
け

る
最
も
長
い
期
間
と
す
る
。

②

日
本
は
、
新
規
の
が
ん
保
険
、
医
療
保
険
の
日
本
郵
政
へ

の
認
可
を
控
え
る
（
し
な
い
）。

③

日
本
の
非
関
税
措
置
｛
知
的
所
有
権
の
保
護
の
た
め
の
強

制
措
置
の
強
化
、
入
札
割
り
当
て
の
段
階
的
縮
小
、
食
品
添
加
物

の
リ
ス
ク
評
価
の
合
理
化
な
ど
｝
に
つ
い
て
、
日
米
協
議
を
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
並
行
し
て
行
う
。

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
関
税
の
扱
い
は
、
対
米
交
渉
に
お
け
る
数

少
な
い
日
本
の
交
渉
武
器
で
あ
り
、
交
渉
の
な
か
に
お
い
て
協
議

―
交
渉
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
何
の
代
償
を
得
る

こ
と
も
な
く
、
事
前
協
議
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
望
む
ま
ま
に
大

幅
譲
許
し
た
。
非
関
税
措
置
に
つ
い
て
の
日
米
協
議
も
、
こ
れ
ま

で
ア
メ
リ
カ
が
要
請
し
て
き
た
こ
と
プ
ラ
ス
現
在
ア
メ
リ
カ
企
業

が
要
請
し
て
い
る
こ
と
を
す
べ
て
盛
り
込
ん
で
い
る
。
日
本
は
、

交
渉
に
入
り
た
い
が
た
め
に
、
高
い
入
場
料
を
支
払
っ
た
の
で
あ

る
。
外
交
の
敗
北
と
い
う
し
か
な
い
。

ア
メ
リ
カ
通
商
代
表
部
は
、
ペ
ル
ー
・
リ
マ
で
行
な
わ
れ
た
第

一
七
回
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
終
了
後
（
五
月
二
五
日
）、ア
メ
リ
カ
の
業

界
団
体
に
対
し
、「
交
渉
の
年
内
妥
結
を
目
標
と
す
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
優
先
順
位
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
全
て
を

と
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
界
も
そ
れ
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
語
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
は
、
繊
維
製
品
の
原
産
地
ル
ー
ル
に
つ
い

て
、「
原
糸
以
降
の
全
て
の
段
階
に
お
い
て
一
〇
〇
％
Ｔ
Ｐ
Ｐ
域
内

産
で
な
け
れ
ば
、
関
税
撤
廃
の
対
象
と
し
な
い
」
と
し
て
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
に
対
し
繊
維
製
品
の
関
税
撤
廃
・
削
減
を
拒
否
し
て
き
た

が
、
リ
マ
に
お
い
て
、
一
〇
〇－

一
七
〇
品
目
の
原
糸
に
つ
い
て

例
外
を
認
め
る
案
を
提
示
し
、
一
定
の
柔
軟
性
を
示
し
た
。
こ
れ

厳
し
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
。首
相
の
直
接
関
与
が
問
わ
れ
る
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は
「
一
〇
月
大
枠
合
意
↓
年
内
妥
結
」
を
意
識
し
た
行
動
と
い
っ

て
い
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
第
一
七
回
交
渉
は
、
一
〇
月
大
枠
合
意
・
年
内
妥
結
に

向
け
て
七
月
に
第
一
八
回
交
渉
（
七
月
一
五－

二
五
日
、
マ
レ
ー

シ
ア
）
を
設
定
し
た
。交
渉
期
間
は
、当
初
、七
月
一
五－

二
四
日

の
一
〇
日
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
交
渉
に
参
加
し
た
い
と
い
う
日

本
の
強
い
要
請
も
あ
り
、
交
渉
期
間
を
一
日
延
期
し
た
の
で
あ

る
。日

本
の
参
加
は
七
月
二
三
〜
二
五
日
の
三
日
間
と
な
る
。
だ

が
、
わ
ず
か
三
日
間
で
あ
り
、
日
本
は
、
七
月
二
二
日
ま
で
は
、

交
渉
に
提
起
さ
れ
て
い
る
提
案
文
書
を
見
る
こ
と
さ
え
で
き
な

い
。
日
本
が
実
質
的
に
参
加
し
う
る
の
は
、
九
月
の
第
一
九
回
交

渉
（
場
所
未
定
）
か
ら
で
あ
る
。

一
〇
月
大
枠
合
意
ま
で
、
た
っ
た
一
回
の
全
体
交
渉
で
は
、
時

間
が
決
定
的
に
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
後
発
国
に
は
、「
こ
れ

ま
で
に
確
定
さ
れ
た
事
項
は
無
条
件
で
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
条
件
が
付
け
ら
れ
る
。「
ル
ー
ル
作
り
を
主
導
す

る
」（
安
倍
首
相
）
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
ル
ー
ル
作
り
に
関

与
す
る
こ
と
さ
え
極
め
て
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
も

そ
も
日
本
が
ル
ー
ル
作
り
で
何
を
得
よ
う
と
す
る
の
か
不
明
で
あ

る
。
本
來
な
ら
ば
、
合
意
さ
れ
た
ル
ー
ル
協
定
を
見
て
、
協
定
に

参
加
す
る
か
、し
な
い
か
を
判
断
す
る
と
い
う
問
題
な
の
で
あ
る
。

安
倍
首
相
は
二
月
の
日
米
首
脳
会
談
・
同
共
同
声
明
に
お
い
て

「
二
〇
一
一
年
一
一
月
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
首
脳
の
声
明
」
を
受
け
入
れ

た
。
こ
の
声
明
（
協
定
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
）
は
、

①

包
括
的
な
市
場
開
放＝

関
税
と
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
投
資
へ

の
障
害
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

②

商
品
の
市
場
開
放
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
義
務
を
大
幅
に
超
え
る
約
束

と
非
関
税
措
置
の
廃
止
を
含
む
関
税
の
撤
廃
を
措
置
す
る
。

③

関
税
表
（
関
税
撤
廃
・
削
減
の
行
程
表
）
に
は
約
一
一
、
〇

〇
〇
の
全
品
目
を
載
せ
る
、
と
し
て
い
る
。
関
税
撤
廃
を
目
標
と

し
措
置
す
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

④

同
時
に
、
セ
ン
シ
テ
ビ
テ
イ
（
重
要
品
目
）
を
適
切
に
処
理

す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
、
こ
こ
に
お
い
て
重
要
品
目
の

処
理
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
処
理
」
は
、
交
渉

目
標＝

関
税
撤
廃
の
枠
内
で
の
処
理
（
長
期
間
の
関
税
撤
廃
、
セ

ー
フ
ガ
ー
ド
）
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
み
て
、
日
本
に
と
っ
て
、
交
渉
が
極
め
て
厳
し
い
も

の
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

衆
参
農
業
委
員
会
は
、
重
要
六
品
目（
コ
メ
、
麦
、
砂
糖
作
物
、

牛
肉
、
豚
肉
、
牛
乳
乳
製
品
）
を
関
税
撤
廃
の
例
外
（
除
外
、
ま

た
は
再
交
渉
の
対
象
）
に
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
日
本
の
交
渉

は
、
こ
れ
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
首
相
が
、

交
渉
の
最
終
局
面
で
交
渉
に
直
接
関
与
し
、
重
要
品
目
の
措
置
を

実
現
す
る
、
責
任
あ
る
対
応
が
問
わ
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

（
Ｓ
Ｈ
）
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３



��������������������������

１
、
皮
肉
で
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
予
算

二
〇
一
三
年
度
（
平
成
二
五
年
度
）
予
算
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
「
皮
肉
」
に
満
ち
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
二
〇
一
三
年
度

予
算
は
皮
肉
に
も
、
五
月
一
五
日
に
参
議
院
で
否
決
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
議
会
が
二
院
制
を
採
用
す
る
時
に
は
、
よ

り
国
民
の
意
志
を
代
表
す
る
下
院
の
議
決
を
優
先
す
る
と
い
う
下

院
優
越
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
衆

議
院
で
は
可
決
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
参
議
院
は
こ
れ
を
否
決

し
た
。
そ
の
た
め
両
院
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
も
の
の
、
協
議
が

整
わ
ず
、
衆
議
院
優
越
の
原
則
に
従
っ
て
、
五
月
一
五
日
に
夜
の

帳
に
包
ま
れ
る
頃
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
皮
肉
」
な
成
立
過
程
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
二

〇
一
三
年
度
に
は
「
皮
肉
」
に
満
ち
た
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
の
性
格

が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
五
月
一
五
日
に
成
立
し
た
二
〇
一
三
年
度

の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
九
二
兆
六
一
一
五
億
円
で
あ
る
。

こ
れ
を
民
主
党
政
権
の
も
と
で
編
成
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
度
当
初

予
算
と
比
較
す
る
と
、
約
三
〇
〇
〇
億
円
の
減
少
と
な
り
、
七
年

振
り
で
予
算
規
模
を
縮
小
さ
せ
た
予
算
編
成
だ
と
世
に
宣
伝
さ
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
第
１
図
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
二
〇
一
二

年
度
当
初
予
算
は
九
〇
兆
円
三
三
三
九
億
円
で
あ
り
、
二
〇
一
三

年
度
予
算
は
二
兆
二
七
七
六
億
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
増
加

率
で
い
え
ば
二
・
五
％
の
増
加
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
三
年
度
の
予
算
が
七
年
振
り

の
減
額
予
算
だ
と
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
表
面
的
な
数
値

で
は
な
く
、
実
質
的
な
数
値
を
比
較
し
て
の
こ
と
だ
と
唱
え
ら
れ

て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
民
主
党
政
権
が
編
成
し
た
二
〇
一
二
年

度
当
初
予
算
で
は
、
国
債
発
行
枠
の
四
四
兆
円
を
守
る
た
め
に
、

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
分
で
あ
る
約
二
兆
六
〇
〇
〇
億
円
が
別
枠

扱
い
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
二
〇
一
三
年
度
予

算
が
二
〇
一
三
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
、
約
二
兆
三
〇
〇
〇
億

円
増
加
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
約
二
兆
六
〇
〇
〇
億
円
の
別

二
〇
一
三
年
度
（
平
成
二
五
年
度
）
予
算
を
斬
る

神
野
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彦
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枠
分
を
考
慮
す
る
と
、
予
算
規
模
が
約
三
〇
〇
〇
億
円
圧
縮
さ
れ

た
予
算
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
予
算
規
模
を
縮
小
し
つ
つ
、
財
政
規
律
を
改
善
し

た
予
算
と
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
特
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
二
〇
一
二
年
度
予
算
ま
で
の
三
年
間
の
一
般
会
計
の

当
初
予
算
で
は
、
歳
入
予
算
で
国
債
に
よ
る
財
源
調
達
が
、
租
税

収
入
を
上
回
る
と
い
う
「
税
収
と
国
債
発
行
の
逆
転
現
象
」
が
生

じ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
逆
転
現
象
を
解
消
し
た
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
二
〇
一
三
年
度
一
般
会
計
歳
入
予
算
で
は
租
税

収
入
を
、
対
前
年
度
当
初
予
算
比
で
一
・
八
％
増
の
四
三
兆
円
九

六
〇
億
円
と
見
込
み
つ
つ
、
国
債
発
行
に
よ
る
財
源
調
達
を
対
前

年
度
当
初
予
算
比
で
三
・
一
％
減
の
四
二
兆
八
五
一
〇
億
円
に
抑

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
年
振
り
に
租
税
収
入
が
国
債
発
行
に
よ

る
財
源
調
達
を
上
回
る
予
算
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
財
政
再
建
を

目
指
す
「
緊
縮
予
算
」
と
い
う
性
格
を
備
え
て
い
る
と
い
え
そ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
財
政
再
建
を
目
指
す
「
緊
縮
予
算
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
を
評
価
す
る
と
、
そ
う
し
た
性

格
が
そ
も
そ
も
色
褪
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
予
算
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

確
か
に
、「
税
収
と
国
債
発
行
の
逆
転
」
現
象
は
解
消
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
歳
入
予
算
に
占
め
る
国
債
発
行
に
よ
る
財
源
調
達

の
割
合
で
あ
る
国
債
依
存
度
を
み
る
と
、
二
〇
一
二
年
度
当
初
予

算
の
四
七
・
六
％
か
ら
四
六
・
三
％
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
低
下
率
は
極
く
わ
ず
か
で
あ
る
ば
か
り
か
、
低
下
し
た

第１図 ２０１３年度（平成２５年度）予算フレーム

２０１３年度（平成２５年度）予算を斬る ���������������������
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と
は
い
え
、
国
債
依
存
度
の
高
さ
は
、
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
過
去

第
四
位
の
高
さ
で
あ
る
。

安
倍
政
権
は
財
政
再
建
の
目
標
と
し
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ

ラ
ン
ス
の
赤
字
を
二
〇
一
五
年
度
に
半
減
さ
せ
、
二
〇
二
〇
年
度

に
黒
字
化
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン

ス
と
は
国
債
の
元
利
償
還
費
以
外
の
歳
出
を
、
国
債
に
依
存
す
る

こ
と
な
く
賄
え
る
か
を
示
す
、
基
礎
的
財
政
収
支
を
意
味
す
る
。

二
〇
一
三
年
度
予
算
で
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
の
赤
字
額

が
、
二
〇
一
二
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
、
一
兆
七
〇
〇
〇
億
円

減
少
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
に
お
け
る
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
二
三
兆
二
〇
〇
〇
億
円
と
巨
額
で

あ
り
、
二
〇
一
五
年
度
に
こ
れ
を
半
減
す
る
と
い
う
目
標
達
成
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
度
の
借
換
債
を
含
め
た
国
債
発
行
総
額
は
、
前
年

度
当
初
比
で
約
三
兆
七
〇
〇
〇
億
円
減
の
約
一
七
〇
兆
五
〇
〇
〇

億
円
と
な
る
。
当
初
ベ
ー
ス
で
国
債
発
行
総
額
が
前
年
度
を
下
回

る
の
は
、二
〇
〇
八
年
度
以
来
の
五
年
振
り
で
あ
る
。と
は
い
え
、

国
債
発
行
残
高
を
み
る
と
、
二
〇
一
三
年
度
末
に
は
二
〇
一
二
年

度
末
に
比
べ
て
、
三
七
兆
円
増
加
し
、
過
去
最
高
を
更
新
し
て
七

五
〇
兆
円
に
達
す
る
。

こ
の
よ
う
に
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
、財
政
再
建
を
目
指
す「
緊

縮
予
算
」
と
し
て
は
、
中
途
半
端
で
徹
底
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
二
〇
一
三
年
度
予
算
が
「
緊
縮
予
算
」
と

い
う
性
格
と
、「
積
極
予
算
」
と
い
う
性
格
の
愛
憎
が
絡
み
合
う
、

ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
性
格
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
し
た
性
格
は
二
〇
一
三
年
度
予
算
が
、
デ
フ
レ
脱
却
と
い

う
経
済
再
生
と
財
政
規
律
の
二
兎
を
追
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
二
〇
一
三
年
予
算
は

安
倍
内
閣
が
放
つ
「
三
本
の
矢
」
の
重
要
な
一
本
な
の
で
あ
る
。

安
倍
内
閣
は
経
済
再
生
の
た
め
の
「
三
本
の
矢
」
と
し
て
、
第

一
に
金
融
緩
和
、
第
二
に
機
動
的
な
財
政
政
策
、
第
三
に
民
間
投

資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
を
掲
げ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
度
予
算

は
第
二
の
矢
で
あ
る
「
機
動
的
な
財
政
政
策
」
の
基
軸
な
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
「
財
政
規
律
」
を
追

い
な
が
ら
も
、
経
済
再
生
を
も
追
う
と
い
う
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な

性
格
を
備
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

２
、
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
と
復
興
予
算

二
〇
一
三
年
度
予
算
の
全
体
像
は
、
一
般
会
計
予
算
と
い
う
ジ

グ
ソ
ー
・
パ
ズ
ル
の
小
片
の
み
に
眼
を
向
け
て
い
て
も
み
え
て
こ

な
い
。
少
な
く
と
も
一
般
会
計
予
算
を
取
り
囲
む
二
つ
の
ジ
グ
ソ

ー
・
パ
ズ
ル
の
小
片
に
眼
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

一
つ
は
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
復
興

特
別
会
計
予
算
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
二

〇
一
三
年
度
予
算
は
、
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
と
一
体
的
に
編

�������������������� ２０１３年度（平成２５年度）予算を斬る
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成
さ
れ
、「
一
五
ヵ
月
予
算
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
緊
急
経
済
対
策
を
基
軸
と
し
て
編

成
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
度
予
算
と
一
体
と
し
て
、「
三
本
の
矢
」の
う

ち「
機
動
的
な
財
政
政
策
」の
矢
と
し
て
放
た
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。そ

う
だ
と
す
る
と
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
の
予
算
規
模
も
「
一

五
ヵ
月
予
算
」
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
と
一
体
で
見

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
二
〇
一
三
年
度
予
算
だ
け
を
眺
め
る
と
、

前
年
度
当
初
予
算
を
下
回
る
六
二
兆
六
一
一
五
億
円
に
す
ぎ
な
い

け
れ
ど
も
、
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
を
加
え
た
「
一
五
ヵ
月
予

算
」
と
し
て
み
れ
ば
、
予
算
規
模
は
一
〇
六
兆
円
に
も
膨
れ
上
が

る
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
よ
り
も
、
公
共
事
業
を
基
軸
と
す
る
一
三
兆
一
〇
五
四

億
円
と
い
う
大
規
模
な
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
を
編
成
し
え
た

が
故
に
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
の
予
算
規
模
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
安
倍
内
閣
は
新
し
き
年
が
明
け
る
や
否

や
、「
縮
小
均
衡
の
分
配
政
策
」
か
ら
「
成
長
と
富
の
創
出
の
好
循

環
」
へ
と
転
換
し
、「
強
い
経
済
」
を
取
り
戻
す
と
謳
っ
た
、
緊
急

経
済
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
緊
急
経
済
対
策
に
必
要
な

財
政
支
出
は
、「
復
興
・
防
災
対
策
」
が
約
三
兆
八
〇
〇
〇
億
円
、

中
小
企
業
・
農
水
産
業
対
策
の
約
九
〇
〇
〇
億
円
を
含
む
「
成
長

に
よ
る
富
の
創
出
」
が
約
三
兆
一
〇
〇
〇
億
円
、「
暮
ら
し
の
安
心

・
地
域
活
性
化
」
が
約
三
兆
一
〇
〇
〇
億
円
と
い
う
三
本
柱
か
ら

成
り
立
つ
。
合
計
で
約
一
〇
兆
三
〇
〇
〇
億
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
は
第
２
図
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
緊

急
経
済
対
策
約
一
〇
兆
三
〇
〇
〇
億
円
に
加
え
、
基
礎
年
金
の
国

庫
負
担
を
二
分
の
一
で
維
持
す
る
た
め
の
二
兆
五
八
四
二
億
円
な

ど
を
含
め
て
、
約
一
三
兆
一
〇
〇
〇
億
円
と
な
っ
て
い
た
。
確
か

に
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
の
み
に
眼
を
向
け
る
と
、「
経
済
再
生
」

と
「
財
政
規
律
」
と
い
う
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
予
算
編
成
目
標
の

う
ち
、「
財
政
規
律
」
を
重
視
し
た
と
い
う
印
象
が
外
形
上
か
ら
は

生
ま
れ
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
を
も
含
め
た「
一

五
ヵ
月
予
算
」
と
し
て
み
れ
ば
、「
経
済
再
生
」
を
重
視
し
た
「
積

極
予
算
」
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
評
価
は
国
債
発
行
を
み
て
も
妥
当
す
る
。
確
か
に
、

二
〇
一
三
年
度
予
算
は
国
債
に
よ
る
財
源
調
達
は
二
〇
一
二
年
度

当
初
予
算
の
四
四
兆
二
四
四
〇
億
円
か
ら
、
一
兆
三
九
三
〇
億
円

少
な
い
四
二
兆
八
五
一
〇
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

を
「
一
五
ヵ
月
予
算
」
と
し
て
み
る
と
、
第
２
図
の
よ
う
に
二
〇

一
二
年
度
補
正
予
算
で
も
約
五
兆
二
〇
〇
〇
億
円
の
財
源
が
国
債

に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
加
え
る
と

五
〇
兆
円
規
模
の
国
債
が
発
行
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
と
と
も
に
、
復
興
特
別
会

計
つ
ま
り
復
興
予
算
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
度

予
算
の
全
体
像
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
安
倍
政
権
は
経
済

２０１３年度（平成２５年度）予算を斬る ���������������������
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再
生
と
と
も
に
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
重
要
政
策
課
題
と

し
て
掲
げ
、
復
興
予
算
の
増
額
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
復
興

予
算
の
増
額
を
考
慮
す
る
と
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
過
去
最
大

規
模
の
大
型
予
算
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
３
図
に
示
し
た
よ
う
に
従
来
の
フ
レ
ー
ム
で
は
震
災
復
興
予

算
は
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
五
年
間
で
一
九
兆
円
程
度
と
さ
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
二
年
度
ま
で
で
既
に
復
興
事
業
費
と

し
て
一
七
兆
五
〇
〇
〇
億
円
を
使
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
安
倍
内
閣
は
、
こ
の
五
年
間
で
一
九
兆
円
程
度
の
復
興
予
算

を
、
六
兆
円
増
加
さ
せ
て
二
五
兆
円
程
度
へ
と
規
模
を
膨
ら
ま
せ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
六
兆
円
の
財
源
調
達
は
第
３
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
日
本

郵
政
株
式
会
社
の
株
式
売
却
で
四
兆
円
程
度
を
、
決
算
余
剰
金
な

ど
で
二
兆
円
程
度
を
捻
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
調

達
し
た
財
源
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
で
約
三
・
三
兆
円

の
事
業
費
を
計
上
し
、
二
〇
一
四
年
度
予
算
と
二
〇
一
五
年
度
予

算
で
二
・
七
兆
円
を
見
込
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
度
の
復
興
特
別
会
計
に
計
上
さ
れ
た
主
要
経
費

は
、
第
４
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
道
路
整
備
や
集
団
移
転
な
ど
の

生
活
再
建
に
活
用
で
き
る
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
は
、
前
年

度
当
初
予
算
よ
り
も
倍
増
さ
せ
て
、
五
九
一
八
億
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
福
島
県
に
し
か
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
企
業
立
地
補
助
金
は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
茨
城
県
に
も
認

め
る
よ
う
に
し
て
対
象
を
拡
大
し
て
、
一
一
〇
〇
億
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
復
興
と
は
認
め
難
い
事
業
に
流
用
さ
れ
て
い
る
と

の
批
判
が
高
か
っ
た
、被
災
地
以
外
の
防
災
事
業
に
充
当
す
る「
全

国
防
災
対
策
費
」
は
、
津
波
対
策
と
学
校
耐
震
化
に
使
用
が
限
定

さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
被
災
地
で
の
復
興
事
業
で
既
に
資
材

や
人
材
が
不
足
し
て
い
る
状
態
に
あ
り
、
公
共
事
業
が
全
国
的
展

第２図 ２０１２年度補正予算
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事業費

26、27年度も確実に見込まれる事業

26、27年度歳出
毎年度の決算剰余金等

決算剰余金等

日本郵政株式の売却

従来のフレームにおける財源

25年度予算

23～24年度予算

23.5兆円
程度

25兆円
程度

1.5兆円

4.5兆円

19兆円

17.5兆円17.5兆円17.5兆円

19兆円程度19兆円程度19兆円程度

財源

3.3兆円程度3.3兆円程度3.3兆円程度

２兆円程度２兆円程度２兆円程度

２.７兆円程度２.７兆円程度２.７兆円程度

４兆円程度４兆円程度４兆円程度

開
さ
れ
て
い
く
と
、
予
算
の
消
費
に
も
支
障
を
来
す
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
程
に
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
で
は
公
共
事
業
が
拡
大

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

３
、「
ヒ
ト
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
」

第３図 復興財源の見直し
２７年度までの復興財源フレームを見直し、２５年度を含め今後の事業費が１９兆円を上回る
部分について、郵政株式売却益などの６兆円程度を充てることとし、被災地の方々の安
心を確保。

第４図 ２０１３年度（平成２５年度）予算の復興特会における主な経費

１．災害救助等関係経費（仮設住宅の提供などによる被害者支援等） ８３７億円
２．災害廃棄物処理事業費 １，２６６億円
３．復興関係公共事業費 ８，７９３億円
○公共土木施設等の災害復旧 ５，２６０億円
○三陸沿岸道路の整備等 １，３８４億円等

４．災害関連金融支援関係経費（被災地中小企業・小規模事業者、農林水産業等支援） ９６３億円
５．地方交付税交付金（震災復興特別交付税財源） ６，０５３億円
６．東日本大震災復興交付金 ５，９１８億円
７．原子力災害復興関係費 ７，０９４億円
○除染、汚染廃棄物処理等 ６，０９５億円
○長期避難者の生活拠点形成や福島への定住促進等 ６７６億円等

８．その他の東日本大震災関係経費 ６，２５５億円
○自衛隊関係経費（被災した装備品及び施設の復旧等） １，２５２億円
○津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金 １，１００億円
○学校施設の耐震化 ９０７億円
○被災者生活再建支援金補助金 ８４０億円
○津波被害対応の公共事業 ３６７億円
○中小企業組合等共同施設災害復旧事業（グループ補助金） ２５０億円

２０１３年度（平成２５年度）予算を斬る ���������������������
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政
府
の
予
算
説
明
資
料
で
「
予
算
の
重
点
化
」
の
例
と
し
て
、

掲
げ
ら
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
に
、「
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
や
事
前
対
防
災
対
策
等
の
緊

急
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
公
共
事

業
費
予
算
を
充
実
」
す
る
こ
と
と
、「
安
全
保
障
環
境
の
変
化
に
対

応
し
て
実
効
的
・
効
率
的
な
防
衛
力
整
備
を
行
う
た
め
の
防
衛
予

算
を
充
実
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、「
生
活
保
護
、
地
方
公
務
員
人
件
費
な
ど
に
つ
い
て
適

正
化
・
見
直
し
」
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、「『
一
五
ヵ
月
予
算
』
に
よ
り
経
済
の
押
し
上
げ
に
向

け
て
万
全
の
構
え
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
経
済
危
機
対
応

の
た
め
の
予
備
費
（「
経
済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備
費
」）

九
、
一
〇
〇
億
円
は
計
上
を
見
送
り
」
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
予
算
の
重
点
化
」
を
み
る
と
、
第
一
に
あ
げ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
で
は
経
費
支
出
の
増
額
の

重
点
が
、
公
共
事
業
関
係
費
と
防
衛
関
係
費
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
確
か
に
第
５
図
で
二
〇
一
三
年
度
一
般
会
計
予
算

の
主
要
経
費
別
内
訳
を
眺
め
て
も
、
公
共
事
業
関
係
費
の
伸
び
率

は
、
一
五
・
六
％
と
主
要
経
費
別
分
類
に
お
け
る
経
費
の
中
で
は

最
大
の
伸
び
率
で
あ
る
。

し
か
も
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
二

〇
一
二
年
度
補
正
予
算
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
忘

れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
に
は
公
共
事
業

関
係
費
が
二
兆
四
四
二
六
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と

す
る
と
、
公
共
事
業
関
係
費
は
二
〇
一
二
年
度
補
正
予
算
の
二
兆

四
四
二
六
億
円
に
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
の
五
兆
二
八
五
三
億
円

を
合
計
す
れ
ば
、
七
兆
七
二
七
九
億
円
に
膨
れ
あ
が
る
こ
と
に
な

る
。
二
〇
一
二
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
公
共
事
業
関
係
費
四
兆

五
七
三
四
億
円
と
比
べ
る
と
、
公
共
事
業
関
係
費
の
合
計
七
兆
七

二
七
九
億
円
は
、
一
・
七
倍
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
た
公
共
事
業
関
係
を
反
転
さ
せ
て
、
増
加
傾
向
に
舵

を
切
り
か
え
た
こ
と
が
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
の
最
大
の
特
色
だ

と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は
な
い
。

防
衛
関
係
費
も
一
一
年
振
り
の
実
質
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
尖

閣
諸
島
問
題
な
ど
も
あ
り
、
安
倍
内
閣
の
特
色
が
表
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
も
っ
と
も
、
第
５
図
を
み
る
と
、
防
衛
関
係
費
の
増
加

率
は
〇
・
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
二
〇
一
二
年
度
補
正

予
算
に
も
戦
闘
機
の
回
収
や
ミ
サ
イ
ル
の
整
備
費
用
な
ど
、
防
衛

関
係
費
二
一
二
四
億
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、「
一
五
ヵ
月
予
算
」

で
考
え
る
と
五
兆
円
に
も
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
第
５
図
を
み
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
度
一
般
会
計
予
算

で
最
大
の
支
出
項
目
は
、
社
会
保
障
関
係
費
で
あ
る
。
社
会
保
障

関
係
費
は
二
九
兆
一
二
二
四
億
円
で
あ
り
、
一
般
会
計
歳
出
に
占

め
る
割
合
は
三
一
・
四
％
に
達
し
て
い
る
。
伸
び
率
も
一
〇
・
四

％
で
あ
り
、
社
会
保
障
関
係
費
と
国
債
費
だ
け
で
、
一
般
会
計
五

五
・
五
％
を
占
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。

�������������������� ２０１３年度（平成２５年度）予算を斬る

１０



八
月
か
ら
二
〇
一
五
年
度
ま
で
三
年
程
度
か
け
て
段
階
的
に
見

直
し
、
六
七
〇
億
円
を
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
六

・
五
％
程
度
の
削
減
効
果
と
な
る
。
と
は
い
え
、
生
活
保
護
の
受

給
者
は
増
加
し
つ
づ
け
る
た
め
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
に
お
け
る

生
活
保
護
費
は
前
年
度
当
初
予
算
で
一
・
〇
％
増
の
二
兆
八
六
一

四
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
保
障
関
係
費
で
最
大
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
の
は
年
金
で
あ

る
。
二
〇
一
三
年
度
予
算
で
年
金
は
、
社
会
保
障
関
係
費
の
三
六

％
を
占
め
る
一
〇
兆
四
七
七
〇
億
円
と
な
っ
て
い
る
。と
は
い
え
、

年
金
も
前
年
度
当
初
予
算
で
は
一
・
六
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

年
金
給
付
は
二
〇
一
三
年
一
〇
月
分
か
ら
一
％
減
額
さ
れ
る
。

こ
れ
は
こ
れ
ま
で
物
価
が
下
落
し
た
時
に
も
年
金
給
付
を
引
き
下

げ
な
か
っ
た
た
め
に
、
本
来
の
水
準
よ
り
も
二
・
五
％
高
く
な
っ

て
い
る
特
例
水
準
を
解
消
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
年
金
は
抑
制
的
な
の
に
対
し
て
、
年
金
に
次
い
で

社
会
保
障
関
係
費
で
シ
ェ
ア
の
高
い
医
療
は
、
前
年
度
当
初
予
算

比
で
三
・
二
％
増
の
八
兆
八
七
八
九
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
介
護
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
当
初
予
算
比
で
六
・
五
％
増

の
二
兆
四
九
一
六
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
高
齢
化

が
進
ん
で
い
く
と
膨
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
支
出
だ
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

第
５
図
で
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
二
〇
一
三
年
度

の
農
林
水
産
予
算
は
、
前
年
度
当
初
予
算
比
で
五
・
七
％
増
の
二

第５図 平成２５年度一般会計歳出概算主要軽費別内訳
（単位 億円）

（注）前年度予算額は、２５年度概算額との比較対照のため、組替えをしてある。

伸 率

％
１０．４

△ ０．８
（△ １．０）

１．４
△ １１．７
△ １．２
０．８
１５．６

△ １．３
０．５
４．３

△ ４．５
△ ４．２

－
－
２．５

比較増△減額
( B － A )

２７，３２３
△ ４２６

（△ １２８）
２，９７３
△ ６６８
△ ２，０１３

４００
７，１１９
△ ６６

９
３５２

△ ５０２
△ ２，６２５
△ ９，１００

－
２２，７７６

平成２５年度
概算額(B )

２９１，２２４
５３，６８７

（１３，００７）
２２２，４１５
５，０４５
１６３，９２７
４７，５３８
５２，８５３
５，１５０
１，８１１
８，４９６
１０，５３９
５９，９３１

－
３，５００
９２６，１１５

前年度予算額
（当初）( A )

２６３，９０１
５４，１１３

（１３，１３５）
２１９，４４２
５，７１２
１６５，９４０
４７，１３８
４５，７３４
５，２１６
１，８０２
８，１４４
１１，０４１
６２，５５６
９，１００
３，５００
９０３，３３９

事 項

社 会 保 障 関 係 費
文 教 及 び 科 学 振 興 費
（うち科学技術振興費）
国 債 費
恩 給 関 係 費
地 方 交 付 税 交 付 金 等
防 衛 関 係 費
公 共 事 業 関 係 費
経 済 協 力 費
中 小 企 業 対 策 費
エ ネ ル ギ ー 対 策 費
食 料 安 定 供 給 関 係 費
そ の 他 の 事 項 経 費
経済危機対応・地域活性化予備費
予 備 費
合 計
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兆
二
九
七
六
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
農
林
水
産
予
算
の
増
額
は
、

二
〇
〇
〇
年
度
当
初
予
算
以
来
の
一
三
年
振
り
の
こ
と
で
あ
る
。

民
主
党
政
権
が
打
ち
出
し
た
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
抜
本
的
見

直
し
を
二
〇
一
四
年
度
以
降
へ
と
先
送
り
、
前
年
度
当
初
予
算
比

で
三
八
五
億
円
減
額
し
た
も
の
の
、「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
と
名

称
変
更
を
し
た
上
で
、
五
〇
九
七
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

農
林
水
産
物
の
輸
出
倍
増
を
掲
げ
る
安
倍
政
権
は
、
日
本
食
文

化
の
海
外
展
開
に
三
九
億
円
を
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
で
は
支
出

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
農
林
水
産
予
算
の
増
額
は
、

こ
う
し
た
輸
出
拡
大
や
競
争
力
強
化
の
た
め
の
政
策
支
出
よ
り

も
、
公
共
事
業
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
大
き
く
起
因
し
て
い
る
。

農
林
水
産
予
算
に
お
け
る
公
共
事
業
費
は
三
二
・
九
％
増
で
あ

り
、
水
利
施
設
の
耐
震
化
な
ど
に
六
五
〇
六
億
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。

二
〇
一
三
年
度
予
算
に
お
け
る
「
予
算
の
重
点
化
」
の
第
三
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
経
済
危
機
対
応
の
た
め
の
予
算
費
九
一
〇
〇
億

円
を
見
送
る
こ
と
は
、
財
政
規
律
と
い
う
要
請
か
ら
生
じ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。
二
〇
一
三
年
度
予
算
で
は
国
債
費
を
見
積
も
る

の
に
、
金
利
を
一
・
八
％
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
前
年
度
の

二
・
〇
％
よ
り
も
〇
・
〇
二
％
低
く
抑
え
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
長
期
金
利
が
上
昇
し
、
国
債
費
を
膨
張
さ
せ
て
し
ま
う
危

険
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
み
て
く
れ
ば
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
、
公
共
事
業
関
係
費

を
社
会
保
障
関
係
費
よ
り
も
重
視
し
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
地

方
公
務
員
の
給
付
も
削
除
す
る
こ
と
を
見
込
み
、
地
方
交
付
税

は
、
前
年
度
当
初
予
算
比
で
一
・
二
％
減
と
な
り
、
一
六
兆
三
九

二
七
億
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
公
共
事
業
関
係
費

を
伸
ば
し
、
社
会
保
障
関
係
費
を
抑
え
、
さ
ら
に
は
地
方
公
務
員

の
給
与
の
削
減
ま
で
見
込
ん
だ
た
め
に
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
の

特
色
は
「
ヒ
ト
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
」
だ
と
い
わ
れ
る
こ
と
に

も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

４
、
二
兎
を
追
う
者
が
二
兎
を
得
る
可
能
性

「
二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず
」
と
は
、
ロ
ー
マ
の
諺
で

あ
る
。
こ
の
ロ
ー
マ
の
諺
に
挑
戦
し
て
、
経
済
再
生
と
財
政
規
律

の
二
兎
を
追
っ
て
、二
兎
を
得
よ
う
と
す
る
に
は
、そ
れ
な
り
の
覚

悟
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
が
経

済
再
生
と
財
政
規
律
の
二
兎
を
追
っ
て
、
二
兎
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
は
た
ま
た
ロ
ー
マ
の
諺
ど
お
り
に
同
時
に
二
つ
の
目
標

を
追
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二
つ
の
目
標
と
も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
ま
ま
に
終
っ
て
し
ま
う
の
か
を
問
う
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

安
倍
内
閣
は
「
危
機
突
破
内
閣
」
だ
と
唱
え
て
い
る
。
危
機
と

は
歴
史
の
大
転
換
期
を
意
味
す
る
。
危
機
の
時
代
と
は
古
き
時
代

か
ら
崩
れ
落
ち
、
新
し
き
時
代
が
生
ま
れ
よ
う
と
す
る
歴
史
の

「
峠
」
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
危
機
の
時
代
に
は
、
財
政
に
は
二
つ
の
使
命
が
生
ず
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る
。
一
つ
は
新
し
き
時
代
の
前
提
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ

る
。
新
し
き
時
代
の
前
提
条
件
を
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
と

呼
ん
で
い
る
の
で
、
新
し
き
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア

を
整
備
す
る
こ
と
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
も
う
一
つ
は
新
し
き
時
代

の
形
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
失
敗
し
て
も
、
生
活
が
保
障
さ
れ
る

よ
う
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
崩
れ
落
ち
て
い
く
古
き
時
代
は
、
重
化
学
工
業
を

基
軸
と
す
る
工
業
社
会
で
あ
る
。
こ
う
し
た
工
業
社
会
の
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
は
全
国
的
な
交
通
網
で
あ
り
、
全
国
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
網
と
い
う
物
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
で
あ
っ

た
。と
こ
ろ
が
、生
ま
れ
出
ず
る
新
し
き
時
代
は
、知
識
集
約
産
業

や
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
基
軸
と
す
る
知
識
社
会
で
あ
る
。
そ
う
し
た

社
会
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
は
、
物
的
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
で
は
な
く
、人
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア

で
あ
る
。

日
本
は
「
土
木
事
業
国
家
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
公
共
事
業
を

実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
公
共
事
業
で
整
備
さ
れ
る
の
は
、
古

き
時
代
の
物
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
で
あ
る
。
第
６
図
に

は
公
共
事
業
で
形
成
さ
れ
た
公
的
資
本
形
成
の
推
移
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
図
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
一

九
七
三
年
に
起
こ
り
、
重
化
学
工
業
の
時
代
が
行
き
詰
ま
る
ま
で

は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
先
進
諸
国
の
い
ず
れ
も
が
、
公
的
資
本

形
成
を
高
め
て
い
る
。

図６ 世界の公的資本形成（一般政府総固定資本形成の対GDP比）

（注）１９９１年までのドイツは西ドイツの値
（資料）OECD Statistics，内閣府「国民経済計算確報」を基に作成
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と
こ
ろ
が
、
一
九
七
三
年
に
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
生
じ
る
と
、
一

九
七
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
、
い
ず
れ
の
先
進
諸
国
も
公
的
資
本
形

成
を
低
め
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
新
し
き
時
代
を
模
索
し
始
め
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
は
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九

九
〇
年
代
に
か
け
、
新
し
き
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア

を
整
備
す
る
時
期
に
、
公
的
資
本
形
成
を
高
め
て
し
ま
う
。
し
か

も
、
日
米
構
造
協
議
に
も
と
づ
い
て
策
定
さ
れ
た
「
公
共
投
資
基

本
計
画
」
で
は
、
一
九
九
一
年
度
（
平
成
三
年
度
）
か
ら
二
〇
〇

〇
年
度
（
平
成
一
二
年
度
）
ま
で
に
、
四
三
〇
兆
円
の
公
共
投
資

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
結
果
は
失
わ
れ
た
一
〇
年
と
な
り
、
さ
ら
に

は
失
わ
れ
た
二
〇
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
第
６

図
を
み
れ
ば
よ
う
や
く

日
本
も
二
一
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
は
、
公
的
資

本
形
成
の
水
準
を
徐
々

に
低
め
て
い
く
こ
と
が

わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一

三
年
度
予
算
で
は
こ
の

公
的
資
本
形
成
の
低
下

傾
向
を
反
転
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
現
在
の
危
機
は
新

し
き
時
代
を
形
成
す
る

こ
と
な
し
に
は
克
服
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
新
し
き
時
代
の
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ

図７ 世界の教育への公的支出（対GDP比）

（注）２００９年の数値（資料）OECD,Education at a Glance ２０１２

図８ 世界の公的社会支出（対GDP比）

（資料）OECD Statistics，厚生労働省資料を基に作成
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ア
で
あ
る
、
人
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
を
形
成
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
７
図
で
教
育
へ
の
公
的
支
出
を
み
れ
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国

の
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
知
識
社
会
へ

の
舵
を
切
り
、
経
済
成
長
率
も
高
く
、
財
政
も
黒
字
で
あ
る
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
や
デ
ン
マ
ー
ク
を
み
る
と
、
日
本
の
二
倍
ほ
ど
の
教
育

支
出
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
再
生
と
財
政
規
律
の
二
兎
を
追

い
、
二
兎
を
得
る
た
め
に
は
教
育
の
公
的
支
出
が
高
い
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
の
教
育
・
科
学
振
興
費
を
み

て
も
〇
・
八
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

第
８
図
で
公
的
社
会
支
出
を
み
る
と
、
公
的
社
会
支
出
の
高
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
グ
ル
ー
プ
と
公
的
社
会
支
出
の
低
い
ア
ン
グ
ロ

・
ア
メ
リ
カ
ン
諸
国
に
先
進
諸
国
は
二
分
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は

高
齢
化
が
先
進
諸
国
の
中
で
も
急
速
に
進
ん
で
い
る
た
め
、
公
的

社
会
支
出
の
伸
び
は
乏
し
い
。
と
は
い
え
、
日
本
は
公
的
社
会
支

出
の
低
い
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
諸
国
の
範
囲
内
に
存
在
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
も
張
り
替
え

ず
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
も
強
く
張
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
。二
〇
一
三
年
度
予
算
を
み
る
と
、公
的
事
業
に
重
点
を
置
き
、

人
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、「
二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
得
ず
」
と
い
う
諺
ど
お
り

の
現
実
が
展
開
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
が
、
大
き
い
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
の
で
あ
る
。

２０１３年度（平成２５年度）予算を斬る ���������������������
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��������������������������

一
般
会
計
総
額
九
二
兆
六
一
一
五
億
円
の
二
〇
一
三
年
度
予
算

が
五
月
一
五
日
、
成
立
し
た
。
農
林
水
産
関
係
は
二
兆
二
九
七
六

億
円
で
、
二
〇
〇
〇
年
度
以
来
一
三
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
伸
び

率
は
五
・
七
％
で
一
九
七
九
年
の
一
三
・
三
％
に
次
ぐ
高
さ
と
な

っ
た
。
安
倍
晋
三
首
相
が
掲
げ
る
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
を
展

開
し
、成
長
戦
略
の
柱
に
据
え
る
た
め
、予
算
の
増
額
に
転
じ
た
。

た
だ
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
安
倍
内
閣
が
手
掛
け
る
農
政
の
発

射
台
に
す
ぎ
な
い
。
安
倍
首
相
は
五
月
二
一
日
に
設
置
し
た
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
」（
本
部
長
・
安
倍
首
相
）

で
、「
農
業
・
農
村
の
所
得
倍
増
」
の
目
標
を
打
ち
上
げ
、
本
格
的

な
「
農
業
構
造
改
革
の
加
速
」
を
実
行
す
る
方
針
を
示
し
た
。
今

後
編
成
す
る
二
〇
一
四
年
度
以
降
の
予
算
が
改
革
推
進
役
の
ロ
ケ

ッ
ト
と
な
る
格
好
だ
。

安
倍
首
相
は
三
月
一
五
日
に
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
参
加
を
表
明
。
日
米
事
前
協
議
の
合
意
な
ど
を
経
て
、
日
本

が
七
月
二
三
日
か
ら
正
式
に
交
渉
に
加
わ
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
や
農
政
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
全
品
目
の
関
税
撤
廃
を
原
則

と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
と
、
安
倍
首
相
が
打
ち
出
し
た
「
農
業

・
農
村
の
所
得
倍
増
」の
目
標
は
、そ
も
そ
も
両
立
で
き
る
の
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方
を
ど
う
見
る
か
も
切
り
離
せ
な
い
重
要
な
テ

ー
マ
と
な
る
。
二
〇
一
三
年
度
予
算
を
基
点
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
と
安
倍
内
閣
の
農
政
の
展
望
と
課
題
を
検
証
し
た
。

勝
者
な
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
経
済
界
の
意
向
を
踏
ま
え
て
貿
易
自
由
化

を
進
め
る
経
済
産
業
省
や
外
務
省
が
推
進
派
、
農
水
水
産
省
が
抵

抗
勢
力
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
交
渉
参
加
で
勝

者
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
経
済
産
業
省
な
ど

も
勝
利
の
余
韻
に
浸
っ
て
い
る
余
裕
は
な
く
、
も
し
か
す
る
と
、

日
本
は
�
勝
者
な
き
�
交
渉
入
り
を
強
い
ら
れ
た
恐
れ
が
あ
る
。

�
勝
者
な
き
�
交
渉
入
り
と
し
た
最
大
の
理
由
は
、
七
月
か
ら

の
交
渉
参
加
に
こ
だ
わ
っ
た
結
果
、
日
本
は
大
き
な
代
償
を
支
払

う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
だ
。
日
本
は
米
国
と
の
日
米
事
前
協
議
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
と
安
倍
内
閣
の
農
政

藤
井

庸
義

農村と都市をむすぶ２０１３．７

日
本
農
業
新
聞
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合
意
文
書
で
、
米
国
が
輸
入
自
動
車
に
か
け
る
関
税
撤
廃
を
最
大

限
「
猶
予
」
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
一
方
で
、
米
や
小
麦
な
ど

の
農
林
水
産
分
野
の
重
要
五
品
目
な
ど
の
「
聖
域
」
確
保
に
つ
い

て
は
二
月
の
日
米
共
同
声
明
か
ら
進
展
は
な
く
、
逆
に
全
品
目
を

自
由
化
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
上
げ
る
こ
と
を
念
押
し
さ
れ
る
書
き

ぶ
り
と
な
っ
た
。
日
本
は
攻
め
る
べ
き
自
動
車
分
野
で
出
鼻
を
く

じ
か
れ
、
守
る
べ
き
農
林
水
産
分
野
で
突
破
口
を
何
ら
開
け
な
か

っ
た
の
だ
。

経
済
産
業
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
一

一
カ
国
へ
の
自
動
車
分
野
の
輸
出
で
支
払
っ
て
い
る
関
税
の
総
額

は
年
間
二
二
四
七
億
円
。
内
訳
は
米
国
八
七
七
億
円
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
三
六
五
億
円
、
メ
キ
シ
コ
三
五
〇
億
円
、
カ
ナ
ダ
二
七
六

億
円
、
マ
レ
ー
シ
ア
二
一
四
億
円
、
チ
リ
五
七
億
円
、
ベ
ト
ナ
ム

五
六
億
円
、
そ
の
他
五
二
億
円
。
米
国
は
普
通
自
動
車
に
二
・
五

％
、
ト
ラ
ッ
ク
に
二
五
％
の
関
税
を
か
け
て
い
る
。
日
本
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
で
、
相
手
国
が
自
動
車
に
か
け
て
い
る
関
税
を
撤
廃

で
き
れ
ば
、
日
本
の
自
動
車
輸
出
は
拡
大
し
、
雇
用
を
含
め
て
大

き
な
経
済
効
果
を
発
揮
し
、
米
韓
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で

出
遅
れ
て
い
た
韓
国
車
と
の
競
争
に
も
打
ち
勝
て
る
と
い
う
理
屈

だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
日
米
事
前
協
議
の
合
意
文
書
は
、

日
本
側
の
目
論
見
を
木
っ
端
微
塵
に
吹
き
飛
ば
す
内
容
と
な
っ

た
。
合
意
文
書
は
、
米
国
が
自
動
車
の
関
税
を
「
撤
廃
」
す
る
方

針
が
確
か
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
市
場

ア
ク
セ
ス
交
渉
を
行
う
中
で
、
米
国
の
自
動
車
関
税
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
に
お
け
る
最
も
長
い
段
階
的
な
引
き
下
げ
期
間
に
よ
っ
て
撤
廃

さ
れ
、
最
大
限
に
後
ろ
倒
し
さ
れ
る
」
と
明
言
。
さ
ら
に
、「
こ
の

扱
い
は
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
米
国
の
自
動
車
関
税
の
取
り
扱
い

を
実
質
的
に
上
回
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
確
認
」
し
た
と
強
調
し

た
。つ

ま
り
、「
関
税
撤
廃
」
の
表
現
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
果
た
し
て

い
つ
の
こ
と
な
の
か
、
本
当
に
撤
廃
す
る
の
か
判
然
と
し
な
い
の

だ
。
米
国
は
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
、
韓
国
か
ら
輸
入
す
る
普
通
自
動
車

に
か
け
る
関
税
を
二
〇
一
六
年
三
月
に
撤
廃
、
ト
ラ
ッ
ク
も
二
〇

一
二
年
三
月
ま
で
に
段
階
的
に
撤
廃
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
上
回
る
条
件
で
、「
最
大
限
に
後
ろ
倒
し
」
し
た
時

期
と
は
い
つ
な
の
か
。
合
意
文
書
は
、
米
国
が
自
動
車
に
か
け
る

国会で「攻めの農林水産業」への
決意を語る林芳正農相

ＴＰＰ交渉参加と安倍内閣の農政 ����������������������
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関
税
の
撤
廃
に
つ
い
て
、
何
も
約
束
し
て
い
な
い
の
に
等
し
い
の

だ
。経

済
産
業
相
や
経
済
界
は
、
米
韓
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

で
出
遅
れ
た
分
を
取
り
返
す
た
め
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
参
加
が
必

要
と
主
張
し
て
き
た
。
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
韓

国
車
と
対
等
な
競
争
条
件
を
つ
く
る
と
い
う
言
い
分
だ
っ
た
。
経

済
産
業
省
を
は
じ
め
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
派
が
唱
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
論
の
根
拠
が
崩
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
と
い
え
る
。

日
米
事
前
協
議
の
合
意
文
書
は
、
さ
ら
に
深
刻
な
事
態
を
引
き

起
こ
し
つ
つ
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
カ
ナ
ダ
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

な
ど
日
米
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
動
向
を
見
守
っ
て
い
た
他
国
・
地

域
が
、
米
国
と
同
じ
よ
う
に
自
動
車
に
か
け
る
関
税
撤
廃
に
難
色

を
示
し
始
め
て
い
る
た
め
だ
。
例
え
ば
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

参
加
す
る
に
際
し
て
、
す
で
に
参
加
し
て
い
る
一
一
カ
国
の
承
認

を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
カ
ナ
ダ
と
の
協
議
が
難
航
し
た
場
面

が
あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
も
日
米
事
前
協
議
の
合
意
を
踏
ま
え
て
、
自

動
車
関
税
撤
廃
の
猶
予
を
求
め
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本

と
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉
を
始
め
た
Ｅ
Ｕ
も
、
関
税
に

つ
い
て
は
自
動
車
の
扱
い
を
最
大
の
課
題
に
据
え
た
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
交

渉
中
の
中
国
や
韓
国
な
ど
も
同
じ
要
求
を
す
る
だ
ろ
う
。

政
府
は
、
経
済
連
携
を
推
進
す
る
大
き
な
理
由
と
し
て
、
自
動

車
の
輸
出
促
進
を
挙
げ
て
き
た
。
そ
の
仕
上
げ
に
な
る
は
ず
だ
っ

た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
日
米
事
前
協
議
の
合
意
文
書
で
、
日
本
の
通

商
交
渉
戦
略
が
音
を
立
て
て
崩
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
皮
肉
で

も
あ
る
。

農
水
省
は
貿
易
自
由
化
交
渉
を
進
め
る
場
合
、
い
つ
も
「
負
け

組
」
と
な
る
。
た
だ
、
自
動
車
を
め
ぐ
る
不
利
な
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
今
回
は
経
済
産
業
省
も
「
勝
ち
組
」
と
は
言
え
な
い
。
日

本
の
通
商
交
渉
戦
略
が
崩
壊
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、む
し
ろ「
負

け
組
」
に
属
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
は
大
幅
な
譲
歩
を
重
ね

た
結
果
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
七
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参

加
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
日
本
が
参
加
で
き
る
の
は
七

月
一
五
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
間
の
交
渉
期
間
の
う
ち
、
最
終
の

三
日
間
だ
け
に
と
ど
ま
る
。
米
国
な
ど
交
渉
参
加
国
は
一
〇
月
の

大
筋
合
意
を
目
指
し
て
お
り
、
大
き
く
出
遅
れ
た
日
本
が
厳
し
い

交
渉
を
迫
ら
れ
る
の
は
必
至
だ
。
外
務
省
は
、
通
商
交
渉
を
ま
と

め
る
こ
と
が
得
点
に
な
る
省
庁
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
と

っ
て
利
益
に
な
る
部
分
が
仮
に
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
交
渉
結
果

な
ら
、
外
務
省
も
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
勝
者
な

き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
と
し
た
所
以
で
あ
る
。

仕
掛
け
ら
れ
た
罠

と
は
い
え
、
物
事
は
単
純
で
は
な
い
。
海
千
山
千
の
外
務
省
や

経
済
産
業
省
が
単
な
る
負
け
戦
を
す
る
と
考
え
る
の
は
早
計
だ
ろ

う
。
日
米
事
前
協
議
の
合
意
文
書
を
じ
っ
く
り
と
読
み
込
む
と
、

何
ら
か
の
罠
（
ト
ラ
ッ
プ
）
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
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か
と
の
疑
念
が
生
じ
る
部
分
が
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
、
合
意
文
書
に
あ
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
市

場
ア
ク
セ
ス
交
渉
を
行
う
中
で
」
と
い
う
表
現
だ
。
米
国
の
自
動

車
関
税
に
つ
い
て
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
最
も
長
い
段
階
的

な
引
き
下
げ
期
間
に
よ
っ
て
撤
廃
」
し
、「
最
大
限
に
後
ろ
倒
し
」

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
を
決
め
る
対
象
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
の
市
場
ア
ク
セ
ス
」
と
も
し
て
お
り
、
日
本
の
自
動
車
な
ど

鉱
工
業
製
品
の
関
税
が
対
象
な
の
か
、
農
林
水
産
物
を
含
め
た
全

品
目
の
関
税
が
対
象
な
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
だ
。
つ
ま

り
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
市
場
ア
ク
セ
ス
」
と
対
象
を
曖
昧
に
す
る
こ

と
で
、
農
林
水
産
分
野
を
含
め
た
全
関
税
品
目
が
、
米
国
の
自
動

車
分
野
の
関
税
の
扱
い
を
決
め
る
際
の
対
象
に
な
る
と
も
読
め
る

の
だ
。
実
際
、
外
務
省
は
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
な
い
。

衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
は
、
米
や
麦
、
牛
肉
・
豚
肉
、

乳
製
品
、
甘
味
資
源
の
重
要
五
品
目
な
ど
に
つ
い
て
、
関
税
撤
廃

対
象
か
ら
外
す
「
除
外
」
と
す
る
か
、「
再
協
議
」
の
対
象
に
す
る

よ
う
政
府
に
求
め
る
決
議
を
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
、
政
府
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
対
処
方
針
が
ど
う
な
る
か
は
不
透
明
だ
。
こ
れ
ま
で
に
作
成

さ
れ
た
協
定
文
な
ど
の
書
類
は
数
千
ペ
ー
ジ
も
あ
る
が
、
正
式
に

交
渉
に
参
加
で
き
る
ま
で
入
手
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本

が
対
処
方
針
を
決
め
る
た
め
に
は
、
数
千
ペ
ー
ジ
の
資
料
を
分
析

し
た
上
で
、
政
府
と
し
て
の
戦
略
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
に
は
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。

TPPに関する決議を採択した４月１９日の衆院農林水産委員会

ＴＰＰ交渉参加と安倍内閣の農政 ����������������������
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た
だ
、
日
本
が
最
初
か
ら
米
な
ど
に
つ
い
て
即
時
関
税
撤
廃
な

ど
を
飲
む
こ
と
は
常
識
的
に
は
な
い
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
「
除
外
」

な
ど
を
求
め
つ
つ
、
落
と
し
所
を
探
る
展
開
に
な
る
と
み
ら
れ

る
。
そ
の
際
、
日
米
事
前
協
議
の
合
意
文
書
の
書
き
ぶ
り
か
ら
す

る
と
、
米
国
が
「
日
本
が
米
な
ど
を
除
外
す
る
な
ら
、
米
国
も
自

動
車
の
関
税
の
扱
を
除
外
に
す
る
」
と
い
え
る
仕
掛
け
な
の
だ
。

こ
れ
は
最
悪
の
展
開
で
あ
る
。
日
本
が
米
の
「
除
外
」
を
求
め
た

瞬
間
、
米
国
が
自
動
車
の
「
除
外
」
で
切
り
返
し
て
応
酬
。
こ
れ

に
腹
を
立
て
た
日
本
の
経
済
界
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
論
の
学
者
、
政
治

家
が
一
斉
に
「
米
国
が
自
動
車
の
関
税
撤
廃
を
し
な
い
の
は
農
業

の
責
任
だ
」
と
農
業
批
判
の
声
を
上
げ
る
恐
れ
が
あ
る
。
最
悪
の

形
で
工
業
対
農
業
の
対
立
の
構
図
が
描
か
れ
る
懸
念
が
あ
る
の

だ
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
国
は
日
本
を
含
め
て
今
後
一
二
カ
国
と
な
る

が
、
一
二
カ
国
が
円
卓
を
囲
ん
で
い
き
な
り
市
場
ア
ク
セ
ス
の
議

論
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
基
本
は
二
国
間
の
交
渉
で
、
経
済
連

携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
や
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
よ
う
に
双

方
が
関
税
撤
廃
を
求
め
る
リ
ク
エ
ス
ト
オ
フ
ァ
ー
を
提
出
し
あ
っ

て
、
関
税
撤
廃
品
目
や
撤
廃
す
る
時
期
な
ど
を
協
議
す
る
こ
と
に

な
る
。
日
本
に
と
っ
て
は
米
国
と
の
二
国
間
交
渉
が
正
念
場
で
あ

り
、
米
国
と
の
交
渉
で
自
動
車
の
関
税
撤
廃
を
勝
ち
取
り
、
農
林

水
産
分
野
の
重
要
品
目
な
ど
の
除
外
を
確
保
で
き
な
い
限
り
、
他

の
交
渉
参
加
国
と
の
協
議
も
展
望
が
開
け
な
い
。
米
国
と
の
事
前

協
議
で
、
交
渉
参
加
前
か
ら
譲
歩
を
重
ね
た
日
本
の
立
場
は
厳
し

い
。米

国
が
自
動
車
で
切
り
返
し
た
場
合
、
米
な
ど
の
関
税
も
一
〇

年
、
長
く
て
一
五
年
程
度
の
段
階
的
な
関
税
撤
廃
を
求
め
ら
れ
る

展
開
に
陥
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
で
な
い
限
り
、
米
国
は

自
動
車
の
関
税
撤
廃
に
応
じ
ず
、
日
本
が
日
米
事
前
協
議
の
合
意

文
書
で
勝
ち
取
っ
た
「
自
動
車
の
関
税
撤
廃
」
は
宙
に
浮
く
か
ら

だ
。
日
米
事
前
協
議
の
合
意
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
米
国
の
自

動
車
関
税
の
「
撤
廃
」
の
文
言
は
、
日
本
の
農
林
水
産
分
野
の
関

税
撤
廃
を
既
定
路
線
と
す
る
「
時
限
爆
弾
」
だ
。

日
本
は
七
月
の
会
合
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
る
。
し
か

し
、
日
本
が
米
国
な
ど
主
要
国
に
対
し
て
農
産
品
や
自
動
車
な
ど

の
関
税
に
関
す
る
リ
ク
エ
ス
ト
オ
フ
ァ
ー
を
提
出
し
あ
う
の
は
七

月
会
合
が
終
了
し
た
後
に
な
る
見
込
み
だ
。「
時
限
爆
弾
」
の
タ
イ

マ
ー
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
オ
フ
ァ
ー
の
提
出
で
セ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

米
国
は
食
の
安
全
に
も
照
準

日
本
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
日
米
事
前
協
議
の
合
意
で
、
国
民
生

活
に
も
深
く
関
係
す
る
食
の
安
全
な
ど
非
関
税
措
置
の
分
野
で
も

多
く
の
要
求
を
米
国
か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
米
国
は
農
林
水
産

物
な
ど
の
市
場
ア
ク
セ
ス
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
食
の
安
全
も
対

日
要
求
の
照
準
に
据
え
て
い
る
。
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日
米
事
前
協
議
の
合
意
で
、
米
国
が
求
め
て
き
た
非
関
税
措
置

の
改
善
要
求
は
保
険
、
透
明
性
、
投
資
、
知
的
財
産
権
、
規
格
・

基
準
、
政
府
調
達
、
競
争
政
策
、
急
送
便
、
衛
生
・
植
物
検
疫
措

置
（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
の
九
分
野
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
と
は
別
に
、
日
米
両
国

の
間
で
並
行
し
て
協
議
を
行
い
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
妥
結
ま
で
に
協

定
や
書
簡
の
交
換
、
法
改
正
な
ど
で
具
体
的
な
成
果
を
形
に
残
す

こ
と
で
合
意
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
二
国
間
の
並
行
協
議
の
項
目

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
非
関
税
措
置

に
関
す
る
項
目
は
、
日
米
経
済
調
和
対
話
な
ど
を
通
じ
て
米
国
が

長
年
、
改
善
を
要
求
し
て
き
た
も
の
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
契
機
に
ど
さ

く
さ
に
紛
れ
て
多
く
の
要
求
を
日
本
に
飲
ま
せ
よ
う
と
す
る
米
国

の
意
図
が
透
け
て
見
え
る
。

米
国
が
二
国
間
の
並
行
協
議
の
対
象
項
目
と
し
て
挙
げ
た
改
善

要
求
に
は
悪
質
な
も
の
も
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
Ｓ
Ｐ
Ｓ
分
野
に
つ

い
て
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ
協
定
に
基
づ
き
、

防
か
び
剤
や
、
人
間
が
消
費
す
る
ゼ
ラ
チ
ン
・
コ
ラ
ー
ゲ
ン
に
関

す
る
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
や
、
食
品
添
加
物
に
関
す
る
リ
ス
ク

評
価
の
迅
速
・
簡
素
化
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
ゼ
ラ
チ
ン
と
い
き

な
り
言
わ
れ
て
も
意
味
が
不
明
だ
が
、
米
国
が
こ
れ
ま
で
示
し
て

き
た
対
日
要
求
を
振
り
返
れ
ば
真
相
が
分
か
る
。

日
本
は
、
米
国
で
の
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
発
生
を
受
け

て
米
国
産
の
牛
な
ど
反
芻
動
物
を
原
料
と
す
る
ゼ
ラ
チ
ン
や
コ
ラ

ー
ゲ
ン
の
輸
入
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
こ
の
解
禁
を
求
め
る
の
が

今
回
の
要
求
だ
。
米
国
で
ゼ
ラ
チ
ン
を
製
造
し
て
い
る
企
業
が
こ

れ
に
不
満
を
持
っ
て
お
り
、
今
回
の
日
米
事
前
協
議
の
合
意
に
盛

り
込
む
よ
う
求
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
内
政
干
渉
だ
。
食
の
安
全
の
規
制

に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
食
品
安
全
委
員
会
が
審
査
し
て
決
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
政
治
的
な
思
惑
を
排
し
て
、
科
学
的
な
知

見
か
ら
食
の
安
全
を
担
保
す
る
た
め
だ
。
厚
生
労
働
省
は
遠
か
ら

ず
、
ゼ
ラ
チ
ン
な
ど
の
輸
入
規
制
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
求
め
る

諮
問
を
食
品
安
全
委
員
会
に
行
う
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
で
は
米
国
の

圧
力
に
屈
し
た
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。

衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
は
四
月
、
米
を
は
じ
め
と
す
る

農
林
水
産
物
の
重
要
五
品
目
な
ど
を
関
税
撤
廃
対
象
か
ら
「
除

外
」
す
る
か
「
再
協
議
」
対
象
に
す
る
よ
う
政
府
に
求
め
る
、
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
問
題
に
関
す
る
決
議
を

相
次
い
で
採
択
し
た
。
重
要
五
品
目
な
ど
の
「
聖
域
」
を
確
保
で

き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
交
渉
か
ら
の
「
脱
退
も
辞
さ
な
い
」

こ
と
も
明
記
、
食
の
安
全
確
保
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
。
通
商
協
定

に
対
す
る
批
准
の
権
限
を
持
つ
国
会
が
重
要
品
目
の
「
除
外
」
な

ど
を
求
め
る
決
議
を
し
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
経
済
連

携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉
開
始
に
際
し
て
両
院
の
農
林
水
産
委
員

会
が
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
行
っ
た
決
議
以
来
で
、
農
業
や
農
村

を
守
る
最
後
の
防
波
堤
と
な
る
。
最
後
の
防
波
堤
ま
で
事
態
が
も

つ
れ
込
ん
だ
場
合
、
政
局
含
み
と
な
り
か
ね
な
い
だ
け
に
、
水
際
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の
政
府
間
交
渉
の
段
階
で
守
る
べ
き
も
の
を
確
保
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
そ
う
だ
。

所
得
倍
増
、
六
次
化
が
柱

政
府
は
五
月
二
一
日
、「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本

部
」（
本
部
長
・
安
倍
晋
三
首
相
）
を
設
置
し
た
。
農
林
水
産
業
を

成
長
産
業
に
す
る
と
い
う
の
が
謳
い
文
句
で
、「
農
業
・
農
村
の
所

得
倍
増
」
を
打
ち
出
し
た
。
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
示
す
こ
と

で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
で
強
ま
る
農
業
者
ら
の
不
安
を
和
ら
げ
る

狙
い
も
あ
る
と
も
見
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
所
得
倍
増
の
内
容
は
あ
ま
り
に
野
心
的
だ
。
二
〇

一
〇
年
の
農
業
所
得
は
約
三
兆
円
。
こ
れ
を
一
〇
年
間
で
倍
増
の

六
兆
円
に
す
る
と
い
う
目
標
で
、
そ
の
柱
と
な
る
の
が
六
次
産
業

化
だ
。
六
次
産
業
化
の
二
〇
一
〇
年
の
市
場
規
模
は
一
兆
円
だ

が
、
一
〇
年
後
に
は
一
〇
倍
の
一
〇
兆
円
に
急
拡
大
す
る
と
想

定
。
こ
れ
に
よ
っ
て
農
業
所
得
も
二
〇
一
〇
年
の
二
〇
〇
〇
億
円

か
ら
二
兆
円
に
膨
ら
む
と
見
込
ん
だ
。
さ
ら
に
、
農
業
生
産
額
は

二
〇
一
〇
年
の
九
兆
四
〇
〇
〇
億
円
か
ら
一
〇
年
後
に
は
一
二
兆

円
に
拡
大
し
、
農
業
所
得
も
三
兆
円
か
ら
四
兆
円
に
増
え
る
と
見

込
ん
だ
。
つ
ま
り
、
農
業
生
産
額
で
四
兆
円
、
六
次
産
業
化
で
二

兆
円
の
所
得
倍
増
を
実
現
で
き
る
と
の
皮
算
用
だ
。

し
か
し
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
社
会
を
迎
え
て
、
農

林
水
産
物
の
市
場
規
模
も
縮
小
傾
向
に
入
っ
て
い
る
。
日
本
の
農

業
生
産
額
は
実
際
、
二
〇
〇
八
年
の
九
兆
八
〇
〇
〇
億
円
か
ら
毎

年
二
〇
〇
〇
億
円
減
り
続
け
、
二
〇
一
〇
年
に
は
九
兆
四
〇
〇
〇

億
円
に
な
っ
た
。
現
行
の
農
業
生
産
額
を
維
持
す
る
だ
け
で
も
大

変
な
の
に
、
こ
れ
を
ど
う
拡
大
す
る
の
か
。
政
府
は
具
体
的
な
道

筋
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
「
農
業
・
農
村
の
所
得
」
と
は

何
か
が
分
か
ら
な
い
。
六
次
産
業
化
を
踏
ま
え
た
新
た
な
造
語
だ

が
、
定
義
が
不
透
明
な
の
だ
。「
農
業
・
農
村
の
所
得
倍
増
」
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
も
織
り
込
ん
で
い
な
い
。
全
品
目
の
関
税
撤
廃
を
原
則
と
す

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を
決
め
な
が
ら
、
農
政
の
目
標
で
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
を
織
り
込
ま
な
い
と
い
う
の
も
不
自
然
だ
ろ
う
。
最
終
的

に
は
現
場
の
農
業
者
が
ど
う
受
け
止
め
る
か
だ
が
、
大
風
呂
敷
を

広
げ
す
ぎ
た
感
が
否
め
な
い
。

実
は
、
自
民
党
が
「
農
業
所
得
の
倍
増
」
を
構
想
し
た
の
は
今

回
が
初
め
て
で
は
な
い
。
民
主
党
に
大
敗
し
て
政
権
を
失
っ
た
二

〇
〇
九
年
の
衆
院
選
の
際
に
も
、
自
民
党
農
林
幹
部
が
公
約
と
し

て
「
農
業
の
所
得
倍
増
」
を
打
ち
出
す
こ
と
を
検
討
し
た
こ
と
が

あ
る
の
だ
。「
農
業
の
所
得
倍
増
」
を
提
起
し
た
の
は
谷
津
義
男
元

農
相
ら
。
民
主
党
が
農
政
の
目
玉
施
策
と
し
て
掲
げ
た
戸
別
所
得

補
償
制
度
に
対
抗
す
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
時
は
加

藤
紘
一
元
幹
事
長
ら
が
「
い
く
ら
な
ん
で
も
乱
暴
。
自
民
党
ら
し

く
愚
直
に
総
合
農
政
を
訴
え
よ
う
」
と
難
色
を
示
し
て
お
蔵
入
り

に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

今
回
は
、
石
破
茂
幹
事
長
が
「
農
業
・
農
村
所
得
の
倍
増
」
を

��������������������� ＴＰＰ交渉参加と安倍内閣の農政

２２



目
標
に
掲
げ
る
こ
と
を
主
導
し
た
。
政
策
関
連
は
政
調
会
長
の
所

管
だ
。
選
挙
を
中
心
に
党
運
営
を
担
う
幹
事
長
が
農
政
の
目
標
設

定
を
主
導
す
る
の
は
極
め
て
異
例
な
こ
と
だ
。
こ
れ
が
吉
と
出
る

の
か
、
凶
と
出
る
か
は
今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
と
予
算
の
状
況
次
第

と
い
え
る
。

予
算
の
制
約
が
課
題

か
と
い
っ
て
、
今
の
農
業
の
現
状
は
放
置
で
き
な
い
こ
と
も
事

実
だ
。
二
〇
一
二
年
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
は
一
七
八
万
人

で
、
一
九
六
〇
年
の
一
一
七
五
万
人
に
比
べ
て
大
幅
に
減
っ
た
。

平
均
年
齢
は
六
六
・
二
歳
で
、
二
〇
年
前
に
比
べ
て
一
〇
歳
も
高

齢
化
が
進
ん
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
「
限

界
集
落
」
は
「
消
滅
集
落
」
と
化
し
、
農
業
生
産
額
の
減
少
も
歯

止
め
が
か
か
ら
な
く
な
る
。
安
倍
内
閣
が
進
め
る
農
政
の
是
非
は

あ
る
が
、
農
業
・
農
村
再
生
は
待
っ
た
な
し
な
の
だ
。

た
だ
、
農
業
・
農
村
再
生
に
は
予
算
の
制
約
と
い
う
課
題
が
待

ち
受
け
る
。
農
林
水
産
関
係
の
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
一
三
年
ぶ

り
に
増
加
し
た
が
、
国
の
借
金
は
一
〇
〇
〇
兆
円
を
超
え
る
。
財

政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
予
算
を
増
や
し
続
け
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
は
安
倍
内
閣
が
掲

げ
た
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
を
推
進
す
る
た
め
の
発
射
台
に
過

ぎ
な
い
。
農
林
水
産
関
係
予
算
を
倍
増
す
べ
き
と
ま
で
言
う
つ
も

り
は
な
い
が
、
今
の
水
準
で
は
安
倍
内
閣
が
目
指
す
農
政
は
実
現

で
き
な
い
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
二
〇
一
三
年
度
予
算

は
、
民
主
党
政
権
が
大
幅
に
削
減
し
た
農
業
農
村
整
備
事
業
費
の

復
元
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
老
朽
化
し
た
農
業
用
排
水
路
の

補
修
を
含
め
て
農
業
の
足
腰
を
強
く
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
政
策
誘
導
に
限
界
が
あ
る
た
め
だ
。

二
〇
一
三
年
度
予
算
に
盛
り
込
ん
だ
農
業
農
村
整
備
事
業
は
三

三
六
二
億
円
で
、
緊
急
経
済
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
二
〇
一
二
年
度

補
正
予
算
案
を
含
め
て
五
九
〇
二
億
円
を
計
上
、
二
〇
〇
九
年
の

政
権
交
代
前
を
超
え
る
水
準
に
増
額
し
た
。
民
主
党
政
権
が
同
党

農
政
の
柱
で
あ
る
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め

同
事
業
費
を
大
幅
削
減
し
た
こ
と
か
ら
転
換
、
生
産
基
盤
の
整
備

や
経
営
安
定
、
生
産
振
興
な
ど
の
施
策
を
総
合
的
に
行
う
自
民
党

農
政
へ
の
復
帰
を
宣
言
す
る
意
味
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
生
産
現

場
に
と
っ
て
使
い
勝
手
が
良
い
「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
」
も

補
正
を
含
め
て
大
幅
に
増
額
し
た
。補
正
予
算
案
と
合
わ
せ
た「
一

五
カ
月
予
算
」
と
し
て
切
れ
目
の
な
い
対
策
で
、
生
産
基
盤
の
強

化
を
進
め
る
の
が
狙
い
だ
。

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
生
産
現
場
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
名

称
を
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
に
変
更
す
る
が
、
米
の
一
〇
ａ
当

た
り
一
万
五
〇
〇
〇
円
の
交
付
金
単
価
な
ど
は
据
え
置
い
た
。
自

民
党
が
衆
院
選
公
約
に
掲
げ
た
農
地
の
多
面
的
機
能
直
接
支
払
い

に
つ
い
て
は
、
政
府
・
与
党
で
今
後
、
本
格
的
な
議
論
を
行
う
方

針
で
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
案
に
は
一
六
億
円
の
調
査
費
を
盛
り
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込
ん
だ
。
ま
た
、
多
面
的
機
能
を
踏
ま
え
た
新
た
な
仕
組
み
へ
の

布
石
と
し
て
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
に
は
前
年
度
か

ら
二
六
億
円
増
の
二
八
五
億
円
、
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付

金
に
は
同
三
五
億
円
増
の
二
八
二
億
円
を
計
上
。
青
年
就
農
給
付

金
は
一
七
五
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。
給
付
対
象
者
数
は
前
年
度
の

倍
近
い
一
万
五
四
〇
〇
人
を
見
込
ん
だ
。

こ
の
他
、
輸
出
拡
大
対
策
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
「
日
本
の

食
を
世
界
に
広
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
四
〇
億
円
を
計
上
。
農

山
漁
村
に
お
け
る
小
水
力
発
電
な
ど
の
導
入
促
進
に
一
二
億
円
、

地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
由
来
資
源
）
を
活
用
し
た
産
業
化
に

必
要
な
施
設
整
備
支
援
に
一
三
億
円
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
化

促
進
対
策
に
六
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

手
付
か
ず
の
経
営
所
得
対
策

焦
点
の「
経
営
所
得
安
定
対
策
」の
予
算
額
は
七
一
八
六
億
円
。

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
は
三
つ
の
直
接
支
払
交
付
金
で
構
成
し

て
い
る
。
予
算
規
模
は
畑
作
物
が
二
一
二
三
億
円
で
前
年
度
と
同

額
。
転
作
を
対
象
と
し
た
水
田
活
用
は
二
五
一
七
億
円
で
前
年
度

比
一
〇
・
二
％
増
。
米
（
固
定
部
分
）
は
一
六
一
三
億
円
で
一
六

・
四
％
減
と
し
た
。
米
価
が
下
落
し
た
際
に
補
填
（
ほ
て
ん
）
す

る
米
価
変
動
補
填
交
付
金
（
変
動
部
分
）
は
八
四
億
円
で
七
一
・

五
％
減
。
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
は
七
二
四

億
円
で
〇
・
二
％
増
。
米
価
下
落
時
の
対
策
は
米
の
価
格
次
第
で

予
算
額
が
変
わ
る
面
は
あ
る
が
、
今
の
予
算
の
枠
内
で
は
こ
れ
以

上
の
見
直
し
は
で
き
な
い
の
だ
。

し
か
し
、
自
民
党
は
昨
年
の
衆
院
選
公
約
で
農
業
の
多
面
的
機

能
を
評
価
し
た
「
日
本
型
直
接
支
払
い
」
を
導
入
し
、
米
や
畑
作

物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
野
菜
や
果
樹
も
対
象
に
加
え
る
と
し
た
。
さ

ら
に
、新
た
な
経
営
所
得
安
定
制
度
と
し
て「
担
い
手
総
合
支
援
」

制
度
を
再
構
築
す
る
と
し
た
。
単
純
に
考
え
れ
ば
、
二
〇
一
四
年

度
以
降
、
予
算
を
さ
ら
に
増
や
さ
な
い
と
、「
日
本
型
直
接
支
払

い
」
も
新
た
な
「
担
い
手
総
合
支
援
」
制
度
も
実
現
不
可
能
だ
。

こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
安
倍
内
閣
は
農
業
の
構
造
改
革
の
実
行

も
打
ち
出
し
て
お
り
、
担
い
手
に
農
地
が
集
め
ら
れ
る
よ
う
都
道

府
県
単
位
の「
農
地
中
間
管
理
機
構
」を
今
後
設
置
す
る
予
定
だ
。

機
構
が
出
し
手
か
ら
引
き
受
け
た
農
地
を
基
盤
整
備
し
た
後
、
規

模
拡
大
を
目
指
す
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
特
色
。
今
回
の

体
制
強
化
を
機
に
、
基
盤
整
備
に
か
か
る
費
用
は
機
構
が
負
担
す

る
。
農
家
の
負
担
を
な
く
し
、
農
地
集
積
を
加
速
す
る
た
め
だ
。

こ
の
た
め
必
要
な
予
算
規
模
は
膨
ら
む
見
込
み
で
、
財
源
確
保
も

課
題
と
な
る

農
地
集
積
対
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
麻
生
内
閣
時
代
の
二
〇
〇
九

年
度
第
一
次
補
正
予
算
で
、
農
地
の
出
し
手
へ
の
交
付
な
ど
を
柱

と
す
る
「
農
地
集
積
加
速
化
事
業
」
と
し
て
約
三
〇
〇
〇
億
円
を

計
上
し
た
が
、
政
権
交
代
で
同
事
業
が
廃
止
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
今
回
の
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
は
前
回
を
上
回
る
予
算
規

��������������������� ＴＰＰ交渉参加と安倍内閣の農政
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模
が
想
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
二
〇
一
三
年
度
予
算
で
手
当
て
し
た
の
は
農
業
農
村

整
備
事
業
費
だ
け
で
、
肝
心
の
「
日
本
型
直
接
支
払
い
」
や
新
た

な
「
担
い
手
総
合
支
援
」
制
度
、
農
地
集
積
対
策
は
こ
れ
か
ら
な

の
だ
。
発
射
台
に
据
え
た
ロ
ケ
ッ
ト
に
燃
料
を
入
れ
ら
れ
な
け
れ

ば
、
農
林
漁
業
の
成
長
産
業
化
は
不
発
で
終
わ
る
。

「
日
本
型
直
接
支
払
い
」
に
つ
い
て
は
、
制
度
設
計
の
難
し
さ

も
待
ち
受
け
る
。
ど
う
い
う
評
価
基
準
で
交
付
額
を
決
め
る
の

か
。
評
価
基
準
が
曖
昧
な
ら
世
論
か
ら
「
バ
ラ
マ
キ
」
批
判
を
浴

び
て
、
安
定
的
な
運
用
は
望
め
な
い
だ
ろ
う
。
か
と
い
っ
て
、
米

か
ら
果
樹
ま
で
を
公
正
に
評
価
す
る
基
準
の
策
定
は
簡
単
で
は
な

い
。
ま
た
、
新
た
な
「
担
い
手
総
合
支
援
」
も
諸
刃
の
剣
だ
。
現

行
の
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
は
モ
デ
ル
事
業
を
含
め
る
と
、
二

〇
一
三
年
度
で
四
年
目
を
迎
え
、
農
業
者
の
間
で
定
着
し
て
き

た
。
農
業
者
の
評
判
も
ま
ず
ま
ず
だ
。
現
場
の
意
見
を
十
分
に
踏

ま
え
た
見
直
し
で
な
け
れ
ば
、
自
民
党
は
農
村
の
信
頼
を
失
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
で
自
民
党
に
対
す
る
農
業
者
の
不
信
感
が

渦
巻
く
中
、
新
た
な
「
担
い
手
総
合
支
援
」
制
度
の
再
構
築
は
、

自
民
党
政
権
が
次
の
衆
院
選
後
も
続
く
か
ど
う
か
を
占
う
試
金
石

に
な
る
と
見
ら
れ
る
。

安
倍
内
閣
が
昨
年
一
二
月
に
発
足
し
て
か
ら
半
年
余
が
過
ぎ

た
。
最
初
の
半
年
は
農
業
農
村
整
備
事
業
費
の
復
元
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
に
費
や
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
自
民
党
農
政

が
本
格
始
動
す
る
の
は
秋
の
臨
時
国
会
で
上
程
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
補
正
予
算
案
と
二
〇
一
四
年
度
予
算
の
編
成
作
業
か
ら
だ
。
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１
、
一
五
か
月
予
算
と
銘
打
っ
た
平
成
二
五
年
度

「
積
極
」
予
算
の
特
徴

�

公
共
事
業
を
大
き
く
増
額
さ
せ
た
一
五
か
月
予
算

昨
年
一
二
月
衆
議
院
選
挙
で
政
権
を
奪
還
し
た
自
民
党
・
公
明

党
の
政
策
は
、
政
権
に
就
い
た
直
後
の
編
成
予
算
と
は
い
え
、
こ

の
予
算
に
そ
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
財
政
出
動
・
金
融
緩
和
・

成
長
戦
略
を
「
三
本
の
矢
」
と
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
称
さ
れ
る

経
済
刺
激
政
策
を
採
用
し
、
長
き
に
わ
た
る
「
デ
フ
レ
と
円
高
」

を「
イ
ン
フ
レ（
二
％
を
目
標
と
し
た
低
く
抑
え
込
む
価
格
上
昇
）

と
円
安
」
に
転
換
さ
せ
、
全
般
的
に
景
気
を
大
き
く
回
復
さ
せ
て

日
本
経
済
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
政
権
は
期
待
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
方
向
を
助
長
す
る
も
の
と
し
て
今
期
の
国
家
予
算
も
仕
組
ま

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
予
算
の
特
徴
を
ま
ず
検
討
し
よ
う
。
長
き
に
わ
た
る
…
と
表

現
し
た
が
、
民
主
党
も
そ
の
前
の
自
民
・
公
明
党
も
、
い
ず
れ
の

政
権
も
デ
フ
レ
解
消
、
円
高
解
消
を
う
た
っ
て
き
た
が
成
功
し
な

か
っ
た
。
そ
の
難
し
い
課
題
に
今
の
政
権
は
よ
り
強
気
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
株
価
高
や
円

安
傾
向
を
取
り
戻
す
の
に
一
時
成
功
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
日
銀
の
相
当
な
貨
幣
発
行
策
に
起
因
し
て

お
り
、
本
来
の
景
気
回
復
、
消
費
と
実
物
投
資
の
絶
対
増
に
結
び

付
く
も
の
か
、
未
だ
不
明
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
後
の
株
価
の
下

落
・
乱
高
下
、
円
高
へ
の
戻
し
な
ど
、
投
機
の
動
き
も
含
め
て
、

政
策
全
体
の
不
安
定
性
が
目
立
っ
て
い
る
。

一
七
年
ぶ
り
に
五
月
成
立
と
な
っ
た
当
初
予
算
、
予
算
と
し
て

は
史
上
最
大
の
総
額
九
三
兆
円
、
こ
れ
に
二
月
に
成
立
さ
せ
た
平

成
二
四
年
度
補
正
予
算
一
〇
兆
円
と
合
わ
せ
て
、
切
れ
目
の
な
い

一
五
か
月
予
算
と
称
し
て
い
る
（
表
１
を
参
照
）。そ
の
合
計
額
は

一
〇
三
兆
円
で
あ
る
。
特
徴
は
公
共
事
業
の
増
額
で
あ
り
、
特
に

補
正
予
算
に
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
。
補
正
予
算
で
表
現
さ
れ
た
重

点
化
項
目
、「
復
興
・
防
災
対
策
」「
成
長
に
よ
る
富
の
創
出
」「
暮
ら

政
権
交
代
後
の
農
業
予
算
の
内
容
と
特
徴

―
公
共
事
業
・
補
正
予
算
の
増
額
と
所
得
補
償
制
度
維
持
に
よ
る
純
増
予
算
―

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

堀
口

健
治
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し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
」
の
三
本
柱

で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
特
に
目
立
っ
た

予
算
と
い
え
よ
う
。
民
主
党
の
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
の
逆
を
行
く
、

「
人
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
」（
農
業
予

算
は
「
人
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
」
の
特

徴
を
持
つ
）
と
評
さ
れ
る
特
徴
を
持
っ

て
い
る
。
表
２
に
よ
る
と
、
平
成
二
五

年
度
当
初
予
算
額
の
公
共
事
業
費
（
そ

の
他
施
設
費
を
含
む
）
は
五
・
七
兆
円

と
、
項
目
の
分
け
方
も
あ
り
表
１
の
五

・
三
兆
円
よ
り
も
多
い
が
、
前
年
比
一

兆
円
前
後
の
増
加
と
み
ら
れ
る
。
し
か

し
そ
れ
以
上
に
強
調
す
べ
き
は
、
補
正

予
算
に
占
め
る
公
共
事
業
費
の
四
・
七

兆
円
の
大
き
さ
で
あ
る
。
補
正
予
算
の

半
額
を
占
め
、
当
初
予
算
の
公
共
事
業

関
係
費
と
合
わ
せ
る
と
、
一
〇
兆
円
を

超
え
る
額
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
農
業

関
係
の
公
共
事
業
費
の
増
加
は
大
き

く
、
今
回
の
予
算
の
大
き
な
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
新
た
な
成
長
軌
道

に
乗
る
契
機
に
な
る
の
か
、
過
去
の
よ

表１ 一般会計歳出予算主要経費別分類（当初ベース）
（単位：億円）

補正予算 ５．８兆 １４．０兆 ４．４兆 １５．１兆 １０．３兆 未
（うち公共事業関係費） （０．５兆） （１．７兆） （０．６兆） （２．９兆） （４．７兆） （未）
資料）財務省「日本の財政関係資料」より。なお、平成２４年度補正予算の公共事業関係費は表２の出典による。
注）（１）基礎的財政収支対象経費は国の一般会計歳出のうち、国債費及び決算不足補てん繰戻を除いたもの。
（２）各経費について組替えが行われている場合があり、必ずしも前年度と連続しない。

２５
２９１，２２４

５３，６８７
５，０４４

１６２，６７２
１，２５５
４７，５３８
５２，８５３
１０，３２２
５，１５０
１，８１１
８，４９６
１０，５３９

５９，９３１
－

３，５００
７０３，７００
２２２，４１５

９２６，１１５

２４
２６３，９０１
１０２，４４２
５４，０５７
５，７１２

１６４，６６５
１，２７５
４７，１３８
４５，７３４
１０，２０２
５，２１６
１，８０２
８，２０２
１１，０４１
－
－
６２，５５４
９，１００
－
３，５００

６８３，８９７
２１９，４４２
－

９０３，３３９

２３
２８７，０７９
９９，２５０
５５，１００
６，４３４

１６３，９６９
３，８７７
４７，７５２
４９，７４３
９，８６２
５，２９８
１，９６９
８，５５９
１１，５８７
－
－
５５，６６０
８，１００
－
３，５００

７０８，６２５
２１５，４９１
－

９２４，１１６

２２
２７２，６８６
９４，５９４
５５，８６０
７，１４４

１７０，９４５
３，８３２
４７，９０３
５７，７３１
９，８２２
５，８２２
１，９１１
８，４２０
１１，５９９
－
－
５１，９６８
１０，０００
－
３，５００
７０９，３１９
２０６，４９１
７，１８２
９２２，９９２

２１
２４８，３４４
９０，２５２
５３，１０４
７，８７２

１６１，１１３
４，６２０
４７，７４１
７０，７０１
１２，２２１
６，２９５
１，８９０
８，５６２
８，６５９
－
－
５０，６４２
－
１０，０００
３，５００
６８３，０４３
２０２，４３７
－

８８５，４８０

２０
２１７，８２４
８５，６４４
５３，１２２
８，５２２
１５１，４０１
４，７３５
４７，７９６
６７，３５２
１４，８３５
６，６６０
１，７６１
８，６５５
８，５８２
－
－
４９，０７１
－
－
３，５００
６２８，９８１
２０１，６３２
－

８３０，６１３

年度
社 会 保 障 関 係 費
医 療 費

文 教 及 び 科 学 振 興 費
恩 給 関 係 費
地 方 交 付 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
防 衛 関 係 費
公 共 事 業 関 係 費
道 路 整 備 事 業 費

経 済 協 力 費
中 小 企 業 対 策 費
エ ネ ル ギ ー 対 策 費
食 料 安 定 供 給 関 係 費
産 業 投 資 特 別 会 計 繰 入 等
産業投資特別会計繰入

そ の 他 の 事 項 経 費
経済危機対応・地域活性化予備費
経 済 緊 急 対 応 予 備 費
予 備 費
基 礎 的 財 政 収 支 対 象 経 費
国 債 費
決 算 不 足 補 て ん 繰 戻
一 般 会 計 歳 出 合 計

政権交代後の農業予算の内容と特徴 ���������������������
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う
に
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
一
層
悪
化
さ
せ
て
終
わ
る
も
の
か
、
不

明
で
あ
る
。
財
政
バ
ラ
ン
ス
を
少
し
で
も
回
復
す
る
に
は
景
気
回

復
に
よ
る
税
収
の
増
加
、
そ
し
て
金
利
の
上
昇
は
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
経
済
運
営
で
あ
り
、
む
つ
か
し
い
か
じ
取
り
で
あ
る
。

し
か
も
経
済
格
差
の
拡
大
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
予
定

す
る
消
費
税
引
き
上
げ

が
経
済
の
回
復
基
調
を

と
ど
め
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
と
…
い
く
つ
も

の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
し
か
も
補
正
で
大

き
く
カ
バ
ー
し
、
本
予

算
で
は
借
金
が
税
収
を

上
回
る
状
態
を
離
脱
し

た
か
の
よ
う
に
見
せ
る

様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ

て
お
り
、「
見
て
く
れ
の

よ
い
」
予
算
編
成
に
な

っ
て
い
る
と
の
印
象
が

強
い
。
だ
が
景
気
刺
激

に
即
効
性
の
あ
る
と
さ

れ
る
公
共
事
業
が
そ
の

役
割
を
十
分
に
果
た
す

こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
執
行
と
実
体
経
済

の
展
開
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

麻
生
政
権
の
予
算
編
成
と
も
異
な
る
公
共
事
業
優
先

予
算
の
方
法
と
し
て
は
伝
統
手
法
の
復
活
で
あ
る
。
過
去
に
も

採
用
さ
れ
て
い
る
大
型
補
正
予
算
、
そ
れ
も
歳
入
は
大
き
く
公
債

金
（
立
法
を
要
し
な
い
建
設
国
債
の
増
発
）
に
依
存
す
る
や
り
方

（
今
回
の
補
正
予
算
一
〇
兆
円
の
半
分
以
上
が
公
債
金
）
の
再
登

場
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
く
本
予
算
は
、
二
二
兆
円
の
国
債

費
の
歳
出
を
除
く
と
残
り
の
基
礎
的
財
政
収
支
対
象
経
費
七
〇
兆

円
だ
が
、
こ
の
七
〇
兆
円
の
政
策
経
費
を
前
年
の
本
予
算
と
比
べ

る
と
二
兆
円
の
増
額
に
過
ぎ
な
い
。
一
方
社
会
保
障
関
係
費
の
二

・
七
兆
円
、
公
共
事
業
関
係
費
の
一
兆
円
前
後
の
増
額
が
可
能
な

の
は
、
経
済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備
費
九
千
億
円
や
二
千

億
円
の
地
方
交
付
税
、
三
千
億
円
弱
の
そ
の
他
の
事
項
経
費
等
の

削
減
が
あ
っ
て
、
計
二
兆
円
の
増
額
に
収
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
手
法
の
中
身
は
、
民
主
党
が
政
権
を
握
る
こ
と
に

な
る
平
成
二
一
年
夏
ま
で
の
自
民
・
公
明
政
権
で
あ
っ
た
麻
生
政

権
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
む
し
ろ
そ
れ
以
前
の
、
平
成
一
二
年
度

以
前
（
二
〇
〇
〇
年
度
以
前
）
の
自
民
党
政
権
時
代
に
あ
っ
た
公

共
事
業
重
視
政
策
の
復
活
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
現
在
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
国
土
強
靭
化
と
い
う
防
災
・
減
災
機
能
の
強
化
や

更
新
時
期
に
近
づ
い
て
い
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や
長
持
ち
化

が
強
い
政
策
目
的
に
な
っ
て
い
る
違
い
は
あ
る
が
。

表２ 平成２５年度当初予算と平成２４年度補正予算にみる公共事業関係費

※計数は四捨五入により合計と合致しないものがある
※カッコ内は、特定財源見合。公共事業関係費は、航空機燃料税財源見合の空港整備
事業費、食料安定供給特別会計受入金見合の土地改良事業費、公共事業費負担金相
当額の合計額。その他施設費は、電波利用料財源見合の施設整備費相当額。
資料）建設通信新聞２０１３年６月９日号より。

合計
６９．２５６
（１．０８５）
３４．８１４
（９８）

１０４．０７０
（１．１８３）

補正予算額（案）
２４．２３６
（１２８）
２３．０６１
（１０）
４７．２９７
（１３８）

当初予算額
４５．０２０
（９５７）
１１．７５４
（８８）
５６．７７４
（１．０４５）

区分
公共事業関係費
（土木分野）
その他施設費
（建築分野など）
公共事業費
合 計
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麻
生
政
権
が
政
権
に
就
い
て
い
た
一
年
間
は
、
平
成
二
〇
年
度

の
二
回
に
わ
た
る
補
正
予
算
、
二
一
年
度
の
本
予
算
、
そ
し
て
平

成
二
一
年
度
の
春
に
国
会
を
通
し
た
補
正
予
算
、
こ
の
計
四
回
の

経
済
政
策
で
日
本
経
済
の
復
活
を
図
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
成
果

を
見
ず
に
夏
の
総
選
挙
で
敗
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
の
予
算

は
今
と
同
じ
く
巨
大
で
あ
り
、
表
１
を
利
用
し
て
計
算
す
る
と
こ

れ
ら
四
回
の
予
算
合
計
は
一
〇
八
兆
円
に
上
る
。
と
く
に
二
一
年

度
の
補
正
は
一
四
兆
円
と
巨
額
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
の
民
主
党
の
平
成
二
三
年
度
の
補
正
予
算
一
五
・
一
兆
円
に
並

ぶ
巨
額
な
水
準
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
巨
額
な
予
算
も
、
補

正
も
含
め
、
公
共
事
業
の
ウ
ェ
イ
ト
は
大
き
く
は
な
い
。
二
一
年

度
本
予
算
の
公
共
事
業
費
の
前
年
比
三
千
億
円
強
増
加
が
目
立
つ

程
度
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
、
補
正
予
算
、
そ
れ
も
公
債
の
増
発
で
五

兆
円
弱
の
公
共
事
業
の
増
額
を
決
め
た
の
は
、
従
来
、
自
民
党
が

使
っ
て
い
た
手
法
の
復
活
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
国
土
強
靭
化
の

課
題
は
、
震
災
復
興
を
含
め
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
時
期
を
迎

え
、
重
要
な
課
題
だ
と
は
一
般
に
は
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
こ
と
の
意
義
の
強
さ
は
理
解
す
る
に
し
て
も
、
公
共
事
業
優

先
の
予
算
が
経
済
復
興
に
大
き
く
貢
献
す
る
か
、
そ
れ
が
問
わ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
公
共
事
業
の
在
り
方
、
施
工
の
仕
方
、
等

を
含
め
、
疲
弊
し
て
い
る
地
域
経
済
の
復
活
、
そ
し
て
日
本
経
済

の
再
生
の
き
っ
か
け
に
結
び
つ
く
か
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
経
済
刺
激
策
と
し
て
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
一
層
の
投
資
減

税
等
を
望
む
声
も
経
済
界
か
ら
聞
こ
え
る
が
、
国
民
へ
の
減
税
、

例
え
ば
庶
民
の
大
き
な
出
費
で
あ
る
住
宅
や
教
育
へ
の
減
税
、
そ

れ
に
よ
る
実
質
消
費
拡
大
、
デ
フ
レ
解
消
と
相
ま
っ
て
の
実
質
所

得
の
増
大
、
な
ど
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
実

現
し
た
農
業
予
算
の
拡
大
が
地
方
経
済
の
復
活
に
連
動
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
が
、
さ
ら
な
る
政
策
の
追
加
や
修
正
が
今
後
も
求

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

２
、
純
増
に
転
じ
た
農
水
予
算
の
積
極
性
と
公
共
事
業

�

一
三
年
ぶ
り
の
純
増
農
林
水
産
予
算

発
足
後
の
臨
時
閣
議
の
補
正
・
本
予
算
の
編
成
方
針
を
受
け

て
、
翌
日
の
一
二
月
二
八
日
に
は
自
民
党
農
林
部
会
は
会
合
を
開

き
、
部
会
と
し
て
の
要
求
項
目
を
決
め
て
い
る
。
農
林
部
会
は
政

権
発
足
前
の
二
五
日
に
す
で
に
第
一
回
を
開
い
て
い
た
。
通
常
で

あ
れ
ば
半
年
を
か
け
て
の
本
予
算
編
成
で
あ
る
が
、
今
回
は
数
週

間
の
期
間
で
決
め
ね
ば
な
ら
ず
、
農
林
部
会
は
早
々
に
部
会
を
開

き
、
そ
の
要
求
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
。
政
府
と
党
の
対

立
を
民
主
党
政
権
に
見
て
い
た
の
で
、
期
間
の
短
い
中
、
他
の
部

会
は
政
策
選
択
を
政
府
に
ゆ
だ
ね
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
に
対
し

て
、
農
林
部
会
は
従
来
型
の
自
民
党
的
な
活
動
を
強
め
た
の
で
あ

る
。農

林
部
会
で
真
っ
先
に
挙
げ
ら
れ
た
要
求
が
、
戸
別
所
得
補
償

政権交代後の農業予算の内容と特徴 ���������������������
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の
導
入
で
削
減
さ
れ
た
農
業
農
村
整
備
事
業
の
復
活
で
あ
り
、
麻

生
政
権
下
の
二
一
年
度
当
初
予
算
の
水
準
を
超
え
る
金
額
に
、
今

回
の
補
正
と
二
五
年
度
当
初
予
算
の
合
計
額
が
達
成
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
具
体
的
な
目
標
の
設
定
で
あ
る
。
そ
れ
以
外

に
、
事
業
仕
分
け
で
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
「
強
い
農
業
づ
く
り
交

付
金
」
や
攻
め
の
農
林
水
産
業
の
実
現
の
た
め
に
、
直
ち
に
対
応

で
き
る
も
の
か
ら
補
正
予
算
を
使
っ
て
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
民
主
党
の
事
業
仕
分
け
で
削
減
さ
れ
た
項
目
の
復
活
も
要

求
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
他
の
部
会
を
上
回
る
回
数
を
開
き
活

動
を
強
化
し
て
、
純
増
の
農
林
水
産
予
算
の
実
現
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。
表
３
は
純
増
の
予
算
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
公
共
事
業
の
重
み
・
補
正
予
算
の
役
割
が
重
視

さ
れ
て
、
純
増
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
以
下
の
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

民
主
党
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
経
営
所
得
安
定
対
策
に
名
称
を

変
え
な
が
ら
基
本
的
に
維
持
し
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
や
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
な
ど
も
む
し
ろ
増
額
さ
せ

な
が
ら
維
持
す
る
姿
勢
が
、
純
増
予
算
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
民
主
党
が
戸
別
所
得
補
償
政
策
導
入
の
た
め
に
、

大
き
く
減
額
・
削
除
し
た
農
林
水
産
関
係
の
公
共
事
業
予
算
を
今

回
は
復
活
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
所
得
補
償
政
策
も
維
持
し
た
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
姿
勢
は
民
主
党
政
権
下
の

平
成
二
四
年
度
予
算
に
対
し
て
の
自
民
党
の
予
算
組
み
替
え
の
要

求
に
す
で
に
表
れ
て
お
り
、
農
業
農
村
基
盤
整
備
事
業
の
二
千
億

を
六
千
億
に
、
規
模
拡
大
の
取
り
組
み
を
五
五
億
か
ら
六
〇
〇
億

に
、
農
業
用
施
設
機
械
整
備
支
援
の
予
算
二
六
億
を
五
〇
〇
億
に

復
活
・
拡
充
を
、
当
時
、
要
求
し
て
い
た
。
こ
れ
が
年
末
選
挙
の

勝
利
を
呼
ぶ
要
因
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
う
し
た
政

策
選
択
は
公
約
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

表３ 平成２５年度 農林水産予算の骨子
総括表

注）１．金額は関係ベース。
２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
４．上記には、東日本大震災復興特別会計への繰入れ分（津波対策３３億円）
を含む。

出所）農水省『平成２５年度農林水産予算の概要（未定稿）』平成２５年１月。

（２４年度補正追加額）

A+B

億円

３３，０１５

１５２．０％

１２，０１８

２４５．５％

１１，３６９

２４１．７％

６４９

３３７．２％

２０，９９７

１２４．８％

補正額 B

億円

１０，０３９

－

５，５１２

－

５，０５５

－

４５７

－

４，５２８

－

２５年度
概算決定額 A

億円

２２，９７６

１０５．７％

６，５０６

１３２．９％

６，３１４

１３４．２％

１９３

１００．０％

１６，４６９

９７．９％

２４年度
予算額

億円

２１，７２７

－

４，８９６

－

４，７０３

－

１９３

－

１６，８３１

－

区分

農林水産予算総額

（対前年度比）

１．公共事業費

（対前年度比）

一般公共事業費

（対前年度比）

災害復旧等事業費

（対前年度比）

２．非公共事業費

（対前年度比）
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民
主
党
の
戸
別
所
得
補
償
が
農
業
・
農
村
の
劣
弱
化
し
た
経
済

の
底
支
え
効
果
を
筆
者
は
重
視
す
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
地
域

経
済
に
貢
献
す
る
公
共
事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
選
挙
民
の
関

心
を
呼
ん
だ
こ
と
が
地
方
で
の
勝
利
に
結
び
付
い
た
と
思
わ
れ

る
。
表
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
農
林
水
産
予
算
は
二
五
年
度

当
初
予
算
で
は
二
二
、
九
七
六
億
円
と
前
年
比
五
・
七
％
の
純
増

に
よ
う
や
く
転
じ
た
。
こ
の
内
容
と
し
て
、
当
初
予
算
の
公
共
事

業
費
（
前
年
比
三
三
％
増
）
に
補
正
の
公
共
事
業
費
五
五
〇
〇
億

円
を
加
え
て
、
公
共
事
業
費
が
計
一
兆
二
千
億
円
に
激
増
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
所
得
補
償
等
の
政
策
が
入
る
非
公
共
事
業
費
は
、

当
初
予
算
は
二
％
の
対
前
年
減
額
だ
が
、
こ
れ
も
補
正
予
算
に
よ

り
二
五
％
増
の
二
兆
円
を
超
え
る
額
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
よ
り
詳
細
に
み
る
た
め
に
表
４
を
用
意
し
た
。

平
成
一
八
年
度
か
ら
当
初
予
算
の
経
過
を
追
っ
て
い
る
が
、
見
る

よ
う
に
二
五
年
度
に
初
め
て
純
増
に
転
じ
る
。

民
主
党
政
権
下
で
平
成
二
二
年
度
の
公
共
事
業
が
前
年
の
三
四

％
を
カ
ッ
ト
さ
れ
て
激
減
し
、
そ
の
カ
ッ
ト
分
が
非
公
共
事
業
の

増
加
に
結
び
付
く
戸
別
所
得
補
償
に
回
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な

お
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
は
、
民
主
党
が
二
二
年
度
に
農
山

漁
村
活
性
化
交
付
金
と
し
て
創
設
し
翌
年
以
降
は
内
閣
府
に
一
括

交
付
金
と
し
て
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
に
し
て
い
た
。
が
、
使
い

勝
手
が
自
治
体
に
と
っ
て
悪
く
、
こ
れ
を
廃
止
し
て
、
以
降
分
を

含
め
一
一
二
八
億
円
を
設
け
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
農
業
予
算
の

表４ 農林水産関係予算の推移
（単位：億円、％）

注）１．予算額は当初予算額で、上段の( )書きは対前年度増▲減率、〈 〉書きは農林水産関係予算に占める構成比、[ ]書きは公共事業関係費で
内数である。

２．２０年度、２３年度においては、食料安定供給関係費と一般農政費の間で組み替えたので、過年度についても組替後の計数としている。
３．１７年度から措置された地域再生基盤強化交付金額を除く。
４．２３年度及び２４年度予算は、一括交付金等への拠出額を除く。
５．計数は、それぞれ四捨五入によっているので端数において合計と合致しないものがある。
６．２５年度の農林水産関係予算には、地域自主戦略交付金の廃止に伴う移行分１，２２４億円、国有林野事業特別会計一般会計化分３１６億円及び

東日本大震災復興特別会計への繰入分３３億円が含まれる。
出所）窪田修主計官「平成２５年度農林水産関係予算について」『ファイナンス』２０１３年４月号。

（２０１３年度）
２５年度対前年増加額・比

（５．７）
１，２４９
（３２．９）
１，６１１

（▲２．１）
▲３６２

（▲４．５）
▲５０２
（２．４）
１４０

［４９８］
▲６２
［４８］
２９１
［３２］
▲１３

［１，０３２］
１，０３２

２２，９７６
〈２８．３〉
６，５０６

１６，４６９
〈４５．９〉
１０，５３９
〈２５．８〉
５，９３０

［２，７４１］
１７，１２８
［１，８９６］
２，８９９
［７４１］
１，８２０

［１，１２８］
１，１２８

（２０１２年度）
２４年度
（▲４．３）
２１，７２７
（▲５．７）
４，８９６

（▲３．９）
１６，８３１
（▲４．７）
１１，０４１
（▲２．４）
５，７９０

［２，２４３］
１７，１９０
［１，８４８］
２，６０８
［７０９］
１，８３２
［９６］
９６

（２０１１年度）
２３年度
（▲７．４）
２２，７１２

（▲２０．９）
５，１９４

（▲２．４）
１７，５１７
（▲０．２）
１１，５８７
（▲６．５）
５，９３１

［２，２４４］
１７，６７２
［１，８９０］
２，７２０
［７４２］
２，００２
［３１８］
３１８

（２０１０年度）
２２年度
（▲４．２）
２４，５１７

（▲３４．１）
６，５６３
（１４．７）
１７，９５４

１１，６１２

６，３４２

［２，２５０］
１８，３２４
［１，９７０］
２，８７４
［８４３］
１，８１９

［１，５００］
１，５００

（２００９年度）
２１年度
（▲２．９）
２５，６０５

（▲１０．１）
９，９５２
（２．３）
１５，６５３

８，６７９

６，９７４

［５，９３６］
１９，４１０
［２，７０９］
３，７８７

［１，３０８］
２，４０８
［－］
－

（２００８年度）
２０年度
（▲２．１）
２６，３７０
（▲２．８）
１１，０７４
（▲１．５）
１５，２９６

８，６００

６，６９６

［６，８４４］
２０，０４５
［２，７７９］
３，８５４

［１，４５２］
２，４７１
［－］
－

（２００７年度）
１９年度
（▲３．１）
２６，９２７
（▲５．７）
１１，３９７
（▲１．０）
１５，５３０

８，５５５

６，９７５

［６，９１６］
２０，４３１
［２，９２３］
３，９４７

［１，５５８］
２，５４９
［－］
－

（２００６年度）
１８年度
（▲５．４）
２７，７８３
（▲５．６）
１２，０９０
（▲５．２）
１５，６９２

８，８７８

６，８１４

［７，４５１］
２１，１３９
［２，９８８］
４，０２６

［１，６５１］
２，６１７
［－］
－

区分

農林水産関係予算総額

（１）公共事業関係費

（２）非公共事業

食料安定供給関係費

一般農政費

農業関係予算

林業関係予算

水産業関係予算

農山漁村活性化交付金

政権交代後の農業予算の内容と特徴 ���������������������

３１



増
額
に
貢
献
す
る
。
地
方
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
競
争
力
強
化
に

つ
な
が
る
農
林
漁
業
の
基
盤
整
備
の
た
め
に
使
わ
れ
る
も
の
だ

が
、
こ
れ
も
前
年
の
補
正
予
算
で
す
で
に
組
ん
で
お
り
、
し
か
も

一
六
五
〇
億
円
と
当
初
予
算
の
そ
れ
を
上
回
る
額
に
な
っ
て
い

る
。
必
要
な
公
共
事
業
を
実
施
し
た
く
て
も
、
負
担
財
源
に
苦
し

む
地
域
の
自
治
体
、
特
に
過
疎
等
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

地
方
で
は
、
こ
う
し
た
仕
組
み
は
役
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
は
補
正
予
算
で
新
た
な
交
付
金
・
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
を

設
け
、
地
方
の
負
担
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
見
え
る
。

�

積
極
予
算
の
主
役
で
あ
る
公
共
事
業
の
中
身

特
に
国
土
強
靭
化
・
競
争
力
強
化
の
た
め
に
、
農
林
水
産
業
の

基
盤
整
備
が
強
調
さ
れ
、
例
え
ば
農
業
農
村
整
備
事
業
で
は
、
本

予
算
二
六
二
七
億
円
、
こ
れ
に
補
正
の
一
六
四
〇
億
円
が
加
わ

り
、
前
年
の
二
倍
の
額
の
四
二
六
七
億
円
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

表
５
で
わ
か
る
。
平
成
二
四
年
度
の
自
民
党
の
予
算
組
み
替
え
要

求
額
の
五
七
七
二
億
円
に
は
達
し
な
い
が
、
麻
生
政
権
時
代
の
水

準
を
回
復
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
基
盤
整
備
事
業
は
、

農
地
の
集
積
率
の
高
さ
を
求
め
、
ハ
ー
ド
だ
け
で
は
な
く
、
ソ
フ

ト
面
で
も
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
だ
け
で
は
な
く
、
強
化
・

耐
震
化
が
実
は
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
緊
急
課
題
が
現
れ

た
。
死
者
を
出
す
ダ
ム
の
決
壊
事
故
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
界
的
に

も
珍
し
く
、
須
賀
川
市
の
農
業
か
ん
が
い
用
藤
沼
ダ
ム
の
決
壊
は

大
き
な
課
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
八
三
七
�
の

水
田
を
賄
う
貯
水
池
だ
が
高
さ
一
八
ｍ
、
長
さ
一
三
三
メ
ー
ト
ル

の
堤
が
決
壊
し
、
一
五
〇
万
ト
ン
の
水
が
一
気
に
流
出
、
死
者
七

名
、
行
方
不
明
一
名
、
流
出
し
た
家
屋
の
数
は
多
数
、
と
い
う
惨

事
で
あ
る
。
津
波
や
放
射
能
汚
染
の
問
題
の
陰
に
隠
れ
て
注
目
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
耐
震
と
こ
う
し
た
諸
施
設
の
耐
久
性
の
問
題

表５ 農林水産公共事業一覧

注）１．金額は関係ベース。
２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
４．上記には、東日本大震災復興特別会計への繰入れ分（津波対策３３億円）を含む。
５．治山事業には、国有林野事業特別会計の一般会計化に伴い増加する経費を含む。

（２４年度補正追加額）
A+B

億円
４，２６７
２００．４％
３，０６７
１７５．４％
１，２１６
２１１．６％
１，８５０
１５７．７％
１，２０６
１７４．７％

５０
１２９．３％

２，７７８
２８８９．８％
１１，３６９
２４１．７％
６４９

３３７．２％
１２，０１８
２４５．５％

補正額B
億円
１，６４０
－

１，２７０
－
６０５
－
６６５
－
４８５
－
１０
－

１，６５０
－

５，０５５
－
４５７
－

５，５１２
－

２５年度
概算決定額A

億円
２，６２７
１２３．４％
１，７９６
１０２．８％
６１１

１０６．３％
１，１８５
１０１．０％
７２１

１０４．５％
４０

１０３．６％

１，１２８
１１７３．６％
６，３１４
１３４．２％
１９３

１００．０％
６，５０６
１３２．９％

２４年度
予算額

億円
２，１２９
－

１，７４８
－
５７５
－

１，１７３
－
６９０
－
３９
－

９６
－

４，７０３
－
１９３
－

４，８９６
－

区分

農業農村整備
（対前年度比）

林野公共
（対前年度比）

治 山
（対前年度比）

森林整備
（対前年度比）

水産基盤整備
（対前年度比）

海 岸
（対前年度比）

農山漁村地域
整備交付金
（対前年度比）

一般公共事業計
（対前年度比）

災害復旧等
（対前年度比）

公共事業計
（対前年度比）

�������������������� 政権交代後の農業予算の内容と特徴
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が
、
関
係
者
の
脳
裏
に
強
く
刻
ま
れ
た
。
特
に
範
囲
や
長
さ
で
国

土
の
中
に
大
き
な
役
割
を
占
め
る
農
業
用
施
設
は
、
こ
の
観
点
は

重
要
で
あ
る
。
影
響
の
大
き
さ
、
費
用
の
大
き
さ
、
負
担
力
の
弱

さ
等
か
ら
見
て
、
憂
慮
が
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

長
寿
命
化
・
更
新
化
対
策
が
、
従
来
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

化
、
農
業
の
高
付
加
価
値
化
等
の
た
め
の
水
田
の
大
区
画
化
・
汎

用
化
、
畑
地
か
ん
が
い
等
の
整
備
の
課
題
に
終
わ
ら
ず
に
、
そ
れ

以
上
の
重
み
で
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
も
農
林
部
会
の
要
求
は
答
え
て
お
り
、
補
正
予
算
の
最

初
の
項
目
で
あ
る
国
土
強
靭
化
・
競
争
力
強
化
の
一
番
目
に
、
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
、
山
地
防
災
力
強
化
対
策
、
大
規
模
地
震
に

備
え
た
施
設
の
耐
震
化
対
策
を
置
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
も
の
の

後
に
、
農
林
業
の
基
盤
強
化
を
う
た
い
、
そ
し
て
経
営
環
境
の
悪

化
に
対
す
る
緊
急
措
置
や
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
の
前
倒
し
な

ど
が
続
く
の
で
あ
る
。

補
正
予
算
が
国
会
を
通
過
し
た
後
に
訪
れ
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
新
潟
県
の
農
地
整
備
関
係
者
は
、
東
北
大
震
災
の
後
、
被

害
地
支
援
と
と
も
に
、
急
き
ょ
、
県
内
の
多
数
の
た
め
池
の
一
斉

調
査
に
入
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
へ
の
対
策
を
優
先
課
題
と
せ
ざ
る

を
得
ず
、
補
正
予
算
増
は
単
な
る
基
盤
整
備
の
予
算
増
と
簡
単
に

は
受
け
止
め
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
た
。
予
算
が
増
え
て
事
業
が

さ
ら
に
広
が
っ
て
・
・
・
・
と
い
っ
た
楽
観
論
で
は
な
く
、
農
業

用
の
膨
大
な
施
設
の
安
全
、
安
心
の
チ
ェ
ッ
ク
と
耐
震
等
の
対
策

が
先
に
来
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。「
確
か
に
農
水
予
算
の
純
増

は
よ
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
近
年
に
な
い
感
覚
で
こ
れ
を
前
向
き

に
受
け
止
め
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
緊
急
課
題
が
目

前
に
あ
る
の
で
あ
る
。
防
災
・
減
災
に
新
設
の
農
山
漁
村
地
域
整

備
交
付
金
の
多
く
も
回
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
治
山
や
森
林
整

備
は
、
地
域
の
活
性
化
と
と
も
に
森
林
吸
収
量
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、森
林
施
策
や
路
網
整
備
な
ど
、一
層
の
進
展
が
期
待
さ
れ
、

水
産
基
盤
整
備
も
漁
港
施
設
の
長
寿
命
化
や
耐
震
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

�

経
営
所
得
安
定
対
策
や
担
い
手
・
農
地
総
合
対
策
の
継
承
・

拡
大

自
民
党
が
今
回
の
本
予
算
編
成
の
時
間
的
な
短
さ
の
中
で
果
た

せ
ず
、
平
成
二
六
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
「
多

面
的
機
能
直
接
支
払
」
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
、

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
、
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

支
援
対
策
を
取
り
込
ん
で
の
新
た
な
政
策
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
今
回
の
予
算
は
そ
れ
ら
の
項
目
で
前
年
を
上

回
る
額
に
し
て
い
る
。
ま
た
経
営
所
得
安
定
対
策
の
名
称
で
受
け

入
れ
た
、
七
千
億
円
を
超
え
る
現
在
の
民
主
党
の
戸
別
所
得
補
償

制
度
を
、
仕
組
み
と
し
て
今
年
度
予
算
は
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
。

こ
の
間
に
、
多
面
的
機
能
を
評
価
し
た
「
日
本
型
直
接
支
払
」、そ

し
て
新
た
な
経
営
所
得
安
定
制
度
を
中
心
と
す
る
「
担
い
手
総
合

支
援
」
の
制
度
設
計
を
並
行
し
て
調
査
等
を
行
う
と
し
て
調
査
費

政権交代後の農業予算の内容と特徴 ���������������������
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を
付
け
て
い
る
。
ま
た
民
主
党
が
始
め
た
新
規
就
農
・
経
営
継
承

総
合
支
援
事
業
、
前
年
の
一
三
六
億
円
を
二
三
九
億
円
に
増
額

し
、
う
ち
、
特
に
青
年
就
農
給
付
金
を
補
正
予
算
も
加
え
て
二
・

五
倍
に
増
や
し
た
。
Ｉ
タ
ー
ン
だ
け
で
は
な
く
一
定
の
条
件
を
入

れ
た
う
え
で
、
親
元
で
の
就
農
の
仕
組
み
も
検
討
す
る
。
さ
ら
に

「
緑
の
新
規
就
業
」
総
合
支
援
事
業
、
新
規
漁
業
就
業
者
総
合
支

援
事
業
も
、
一
層
の
拡
大
を
予
算
化
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
よ

る
希
望
者
の
多
さ
を
受
け
止
め
て
、
民
主
党
が
取
り
入
れ
た
政
策

で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
れ
を
拡
大
・
推
進
す
る
方
向
を
と
っ
た
の

で
あ
る
。

農
業
政
策
が
対
象
と
す
る
農
地
を
対
象
に
し
た
産
業
は
、
成
果

を
出
す
に
は
、
ま
た
必
要
な
変
化
を
行
う
に
は
、
時
間
が
か
か
る

産
業
で
あ
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
農
業
構
造
を

変
え
る
政
策
は
、
簡
単
に
仕
組
み
を
変
え
て
し
ま
う
と
効
果
が
上

が
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
猫
の
目
農
政
に
は
「
つ
い
て
い
か
な
い
」

と
す
る
姿
勢
を
生
産
者
に
植
え
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味

で
、
純
増
予
算
が
従
来
の
政
策
の
仕
組
み
を
多
く
継
承
し
、
そ
れ

を
展
開
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

�

農
林
漁
業
成
長
産
業
化
フ
ァ
ン
ド
の
導
入

財
投
資
金
三
五
〇
億
円
を
活
用
し
て
の
本
格
的
な
出
資
と
い
う

形
で
の
仕
組
み
は
、
六
次
産
業
化
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
新
た

な
担
い
手
の
出
現
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
立
ち
上
が

っ
た
株
式
会
社
農
林
漁
業
成
長
産
業
化
支
援
機
構
を
通
じ
、
民
間

資
本
の
導
入
で
さ
ら
な
る
投
入
資
金
枠
を
広
げ
、
リ
ス
ク
を
負
い

つ
つ
も
、
大
胆
に
起
業
化
支
援
を
果
た
す
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
三
メ
ガ
銀
行
も
出
資
を
決
め
、
二
〇
以
上
の
地
方
銀
行
等
が

参
加
し
て
、
地
域
ご
と
の
フ
ァ
ン
ド
を
作
り
投
資
を
行
う
。
こ
う

し
た
民
間
資
金
を
巻
き
込
み
、
融
資
だ
け
で
は
な
く
、
リ
ス
ク
を

負
っ
て
も
な
お
出
資
す
る
仕
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
る
し
、
し
か

も
こ
う
し
た
企
業
の
意
思
決
定
に
農
業
者
側
に
決
定
権
を
持
た
せ

る
よ
う
に
し
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。

問
題
は
、
こ
う
し
た
出
資
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
新
規
企
業
の

立
ち
上
げ
で
あ
り
、
す
ぐ
に
は
利
益
が
発
生
し
な
く
て
も
い
ず
れ

優
良
企
業
と
し
て
伸
び
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
経
営
が
生
ま
れ
る

か
ど
う
か
、
で
あ
っ
た
。
六
次
化
と
い
え
ど
も
、
競
争
相
手
の
既

存
加
工
業
者
や
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
簡
単
に
成

功
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
に
強
み
を
発
揮
で
き
る
六
次

化
の
企
業
な
の
か
注
目
さ
れ
る
し
、
成
功
に
必
要
な
条
件
が
満
た

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

３
、
農
産
物
の
競
争
力
と
価
格
動
向

と
い
う
こ
と
は
、課
題
は
元
に
戻
る
。デ
フ
レ
の
克
服
で
あ
る
。

図
１
は
、
一
九
七
五
年
以
来
の
農
業
総
産
出
額
（
基
本
的
に
売
り

上
げ
と
受
け
取
っ
て
よ
い
）
と
そ
の
作
物
別
農
業
総
産
出
額
を
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
生
産
農
業
所
得
（
付
加
価
値
と
受
け
取
っ
て

よ
い
ー
補
助
金
を
含
む
売
り
上
げ
か
ら
雇
用
人
件
費
、
地
代
、
利
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子
以
外
の
コ
ス
ト
を
差
し
引
い
た

残
り
で
多
く
は
家
族
労
働
へ
の
報

酬
）
の
経
年
変
化
が
図
示
さ
れ
て

い
る
。
農
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
あ
る
生

産
農
業
所
得
は
、
図
を
見
る
と
、

一
九
八
〇
年
代
が
そ
れ
ま
で
の
一

九
七
〇
年
代
と
比
べ
て
、
四
兆
円

台
と
一
兆
円
近
く
低
下
し
て
い

る
。
農
業
総
産
出
額
は
む
し
ろ
増

加
気
味
な
の
に
、
で
あ
る
。
し
か

も
図
の
中
の
農
業
生
産
指
数
、
こ

れ
は
物
的
量
の
推
移
を
示
し
た
も

の
で
、
一
九
八
〇
年
代
は
む
し
ろ

増
加
気
味
だ
か
ら
、
増
産
体
制
の

下
で
の
、
生
産
農
業
所
得
の
低
下

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
コ
ス
ト

の
増
加
が
著
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
以
降
の

農
業
は
低
落
の
一
途
で
あ
る
。
農

業
総
産
出
額
は
九
〇
年
の
一
一
・

五
兆
円
を
ピ
ー
ク
に
一
直
線
に
低

下
し
、
二
〇
一
一
年
は
八
・
二
兆

円
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
農
業
生

図１ 農業生産と農業所得の金額推移

資料）農水省「生産農業所得統計」「農林水産業生産指数」
出所）社会実情データ図録(http : //www２．ttcn.ne.jp/honkawa/)
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産
指
数
の
低
下
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
か
ら
、
生
産
量
の
低
下
以

上
に
農
家
の
販
売
価
格
の
低
下
が
大
き
い
。
コ
ス
ト
も
下
が
ら
な

い
の
で
、
結
局
、
農
家
の
報
酬
で
あ
る
生
産
農
業
所
得
が
そ
れ
以

上
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
図
は
そ
れ
を
示
し
て
お
り
、
九
〇

年
の
四
・
八
兆
円
の
生
産
農
業
所
得
は
二
〇
一
一
年
に
は
三
・
二

兆
円
と
劇
落
し
て
い
る
。
こ
れ
は
特
に
米
価
の
低
下
が
響
い
て
お

り
、
米
の
農
業
総
産
出
額
の
こ
の
間
の
一
兆
円
以
上
の
低
下
は
そ

れ
に
よ
る
。
生
産
量
の
低
下
以
上
に
米
価
の
低
下
が
影
響
し
て
お

り
、
農
民
の
手
取
り
が
明
ら
か
に
下
が
っ
て
い
る
。

一
言
で
い
え
ば
、
長
く
続
く
デ
フ
レ
、
そ
の
一
般
価
格
の
下
落

の
中
で
農
産
物
の
下
落
は
大
き
く
、
そ
の
象
徴
的
な
も
の
が
生
産

者
米
価
の
継
続
し
た
下
落
で
あ
る
。
九
〇
年
代
半
ば
に
食
糧
管
理

制
度
を
廃
止
し
、
価
格
の
底
支
え
機
能
を
持
つ
こ
と
な
く
食
管
法

を
無
く
し
た
の
で
、
消
費
者
米
価
の
低
下
以
上
に
生
産
者
米
価
の

下
落
が
特
徴
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
生
産
者
段
階
で
の

農
産
物
価
格
の
継
続
的
な
下
落
は
農
業
の
採
算
性
を
苦
し
い
も
の

に
し
、
所
得
の
低
さ
は
新
規
参
入
の
難
し
さ
を
招
い
て
い
る
。
誰

も
跡
を
継
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
コ
ス
ト
を
下
げ
る
大
規
模

農
場
も
、
借
入
金
を
持
ち
、
人
を
雇
用
す
る
た
め
、
急
速
な
価
格

低
下
は
経
営
に
打
撃
で
あ
る
。
例
え
ば
米
を
例
に
と
れ
ば
、
農
家

販
売
の
米
価
格
は
平
成
一
七
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
平
成
二
二

年
は
九
四
で
あ
り
、
五
年
間
で
六
％
も
の
低
下
で
あ
る
（
農
水
省

『
農
業
物
価
統
計
』）。こ
れ
で
は
コ
メ
生
産
で
の
大
規
模
農
場
の

出
現
は
困
難
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
自
己
の
労
働
を
安
く
評
価
し
て

米
価
安
の
も
と
で
も
継
続
す
る
兼
業
農
家
群
に
コ
メ
生
産
の
大
半

を
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
構
造
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
な
か
な
か

労
働
生
産
性
の
向
上
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
デ
フ
レ
の
最
大
の
被

害
者
で
あ
る
農
業
、
そ
こ
で
の
デ
フ
レ
解
消
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

ろ
う
。
地
方
経
済
の
復
活
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済
の
復
活
を
地
方

か
ら
支
え
る
た
め
に
も
、
農
産
物
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
課
題
の
重

み
は
大
き
い
。

六
次
化
の
勧
め
も
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
占
め
る
農
業
の
割
合

を
上
げ
る
農
業
側
の
相
対
価
格
上
昇
が
な
け
れ
ば
う
ま
く
は
い
か

な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

そ
し
て
今
期
の
農
業
予
算
の
積
極
性
が
ど
う
効
果
を
発
現
す
る

か
注
目
さ
れ
る
し
、
来
期
の
農
業
予
算
に
こ
の
傾
向
が
維
持
さ
れ

る
か
、
関
心
が
強
ま
る
で
あ
ろ
う
。
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１
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
関
連
性

日
本
の
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
以
下
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
略
す
る
）

交
渉
へ
の
参
加
が
決
ま
っ
た
現
在
、
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
慎
重
に
考
え
る
会
」

の
訪
米
団
が
米
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
の
マ
ラ
ン
テ
ィ
ス
次

席
代
表
、
カ
ト
ラ
ー
代
表
補
ら
と
会
談
し
た
際
、
米
側
は
、
あ
ら

ゆ
る
品
目
と
サ
ー
ビ
ス
が
交
渉
の
対
象
に
な
る
と
の
考
え
を
示
し

た
上
で
、
カ
ト
ラ
ー
代
表
補
が
、
農
産
物
な
ど
物
品
貿
易
の
分
野

で
の
重
要
品
目
へ
の
配
慮
は
、
長
期
間
の
猶
予
を
設
け
た
関
税
削

減
や
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（
緊
急
輸
入
制
限
措
置
）
な
ど
に
と
ど
ま
る

と
指
摘
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
さ
ら
に
同
代
表
補
は
サ
ー
ビ
ス

分
野
で
は
「
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
内
容
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
」
と
指

摘
し
、
自
由
化
の
度
合
い
が
同
協
定
と
同
等
以
上
の
高
い
内
容
に

な
る
と
の
考
え
を
示
唆
し
た
。
今
後
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
を
占
う
う
え

で
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
は
米

韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
韓
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
で

何
を
得
、
ま
た
何
を
失
っ
た
か
、
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

２
、
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
取
り
巻
く
政
治
・
経
済
的
要
因

韓
国
に
と
っ
て
米
国
は
、
貿
易
状
況
か
ら
見
て
上
位
五
位
に
入

る
相
手
国
で
あ
り
、
韓
国
は
貿
易
黒
字
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
両
国
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ぶ
積
極
的
な
要
因
は
十
分
な
ほ
ど
挙
げ

ら
れ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
貿
易
だ
け
を
見
れ
ば
米
国

よ
り
上
位
に
入
る
中
国
と
日
本
と
は
ま
だ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ん
で
お
ら

ず
、
そ
れ
以
外
に
も
さ
ら
に
重
要
な
国
が
ま
だ
数
多
く
存
在
す

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
米
国
も
同
じ
立
場
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
で
は
な
ぜ
韓
国
と
米
国
は
国
内
の
様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が

ら
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
急
い
だ
だ
ろ
う
か
。

そ
の
背
景
に
は
経
済
的
利
益
に
先
だ
っ
て
政
治
的
判
断
が
大
き

く
作
用
し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
米
国
は
二
〇
〇
五
年
九

月
一
九
日
に
長
官
級
会
議
を
開
き
、
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
最
優
先

韓
国
の
対
米
・
Ｅ
Ｕ

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
取
り
巻
く
現
状

酪
農
学
園
大
学

柳

京

熙
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的
に
進
め
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
米
国
と
Ｆ

Ｔ
Ａ
を
望
む
国
は
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
、
二
五
カ
国
に
も
上
っ
て

い
た
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
韓
国
を
最
優
先
的
に
選
定

し
た
だ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
五
年
当
時
は
北
朝
鮮
の
核
問
題
を
巡
る

米
・
韓
の
政
治
的
対
立
が
最
も
顕
著
と
な
り
、
両
国
の
緊
張
関
係

は
非
常
に
危
険
な
水
域
ま
で
達
し
て
い
た
。
北
東
ア
ジ
ア
の
政
治

力
学
の
視
点
か
ら
北
朝
鮮
対
応
を
巡
る
両
国
の
政
治
的
対
立
は
中

国
・
ロ
シ
ア
・
日
本
を
巻
き
込
ん
だ
形
で
進
展
す
る
こ
と
に
な

り
、
激
し
い
対
立
に
よ
っ
て
北
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
米
国
と
の
正
常

な
関
係
が
構
築
出
来
ず
、
そ
の
改
善
・
修
復
が
至
急
必
要
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
当
時
の
盧
政
権
は
二

〇
〇
二
年
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
」
に
お
い
て
中
国
か
ら
の
提
案

で
あ
る
「
日
・
中
・
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
」
を
巡
る
共
同
研
究
に
積
極
的
に

参
加
し
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
「
韓
・
中
・
日
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
産
業

別
波
及
分
析
と
産
業
別
対
応
方
案
」
ま
で
ま
と
め
た
が
、
米
国
国

務
省
が
公
式
論
評
を
通
じ
て
反
対
を
表
明
し
た
経
緯
が
あ
る
ほ

ど
、
政
権
運
営
当
初
か
ら
米
国
と
の
関
係
に
は
隔
た
り
が
あ
り
、

親
中
国
・
ロ
シ
ア
政
策
の
推
進
を
通
じ
て
、
米
国
と
の
関
連
に
は

明
ら
か
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
も
あ
り
、
米
国
の
覇
権
主
義
的
政
治
的
位
相
が
北
東

ア
ジ
ア
に
大
き
く
陰
り
を
み
せ
て
い
た
１

。

し
た
が
っ
て
米
国
に
と
っ
て
中
国
の
独
走
を
防
ぐ
た
め
に
も
韓

国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
大
き
な
意
義

を
求
め
て
い
た
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
政
治
的
判
断
は
米
国
の
長
期
的
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦
略
の
一

環
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

結
果
的
に
米
・
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
妥
結
を
持
っ
て
韓
国
と
米
国
は
北
朝

鮮
に
も
柔
軟
な
対
応
を
示
す
こ
と
が
出
来
た
。
す
な
わ
ち
北
朝
鮮

当
局
と
し
て
は
外
貨
獲
得
の
数
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
北
朝
鮮

開
城
工
団
を
域
外
加
工
地
域
と
し
て
認
め
さ
せ
た
こ
と
は
米
・
韓

Ｆ
Ｔ
Ａ
妥
結
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
政
治
的
要
因
で
あ
る
２

。

ま
た
韓
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
べ
ば
、
韓
・
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
経
済
規
模

は
一
四
・
一
兆
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
一
五
・
一
兆
Ｕ
Ｓ

ド
ル
に
次
ぐ
ほ
ど
の
経
済
規
模
で
あ
る
こ
と
が
韓
国
の
外
務
省
の

事
前
試
算
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
中
国
や
日
本
と

の
交
渉
よ
り
韓
国
と
の
交
渉
が
政
治
・
経
済
的
側
面
か
ら
最
も
有

効
で
あ
る
と
同
時
に
交
渉
そ
の
も
の
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
と

い
う
米
国
の
判
断
が
大
き
く
作
用
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。結

果
的
に
、
政
治
的
判
断
を
重
要
視
す
る
米
国
の
思
惑
に
、
韓

国
の
政
治
・
経
済
的
要
因
が
一
致
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
盧
武
鉉
政
権
と
同
じ
く
、
経
済
的
側
面
か
ら
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
へ
の
論
理
を
展
開
し
て
い
る
が
、
米
国
主
導
の
対
中
国
牽

制
の
ア
ジ
ア
政
策
に
お
い
て
日
本
が
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

む
し
ろ
中
国
と
韓
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
早
め
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い

る
現
実
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
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真
の
国
益
の
た
め
に
も
う
一
度
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

３
、
米
国
・
韓
国
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
主
要
部
門
別
妥
結
内
容

二
〇
〇
五
年
二
月
三
日
に
第
一
回
韓
・
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
実
務
者
事
前

会
議
が
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
約
二
年
の
歳
月
を
経
て
、
二

〇
〇
七
年
四
月
二
日
に
韓
・
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
は
妥
結
し
た
。

韓
・
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
貿
易
救
済
（
ｔ
ｒ
ａ
ｄ

ｅ

ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
）、投
資
、
知
的
財
産
権
、
政
府
調
達
、

労
働
、
環
境
な
ど
、
貿
易
に
か
か
わ
る
全
て
を
含
む
包
括
的
な
も

の
で
あ
る
。
外
交
通
商
部
に
よ
れ
ば
、
韓
・
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
経
済
規

模
は
一
四
・
一
兆
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
一
五
・
一
兆
Ｕ

Ｓ
ド
ル
に
次
ぐ
。
当
初
、
容
易
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
国
会
批
准
で

あ
っ
た
が
、
両
国
の
議
会
批
准
同
意
案
が
通
ら
ず
、
二
〇
〇
九
年

五
月
一
四
日
に
新
た
な
再
交
渉
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
三

日
に
追
加
交
渉
が
最
終
妥
結
し
、
現
在
、
両
国
の
議
会
の
批
准
を

目
指
し
て
い
る
。

追
加
交
渉
で
は
、
こ
れ
ま
で
米
国
に
大
き
な
不
満
で
あ
っ
た
自

動
車
部
門
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
米
国
が
有
利
な
方
向
で

変
更
さ
れ
た
。
韓
国
政
府
は
、
米
・
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
に
当
た
っ

て
実
質
的
な
担
当
者
で
あ
る
通
商
交
渉
本
部
長
３

の
プ
レ
ス
発
表

を
通
じ
て
「
自
動
車
部
門
で
米
国
側
の
要
求
を
一
部
受
け
入
れ
た

面
は
あ
る
が
、
韓
国
は
豚
肉
、
医
薬
品
、
企
業
ビ
ザ
部
門
で
一
部

譲
歩
案
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
た
。

同
本
部
長
は
、「
米
国
の
自
動
車
関
税
撤
廃
の
日
程
調
整
に
対
す

る
高
い
レ
ベ
ル
の
要
求
が
あ
っ
た
た
め
、
交
渉
が
難
し
い
局
面
に

直
面
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
し
、「
韓
・
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
、
韓
国
国

民
と
メ
デ
ィ
ア
の
主
要
な
関
心
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
を
深
く
留
意

し
な
が
ら
協
定
文
修
正
を
最
小
限
に
し
、
全
般
的
な
利
益
の
均
衡

を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
受
け
入
れ
可
能
な
結
果
を
導

き
出
し
、
韓
米
両
国
に
と
っ
て
ウ
イ
ン
‐
ウ
イ
ン
（
Ｗ
ｉ
ｎ－

Ｗ

ｉ
ｎ
）
効
果
を
作
ろ
う
と
最
善
を
尽
く
し
た
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
で
二
〇
〇
五
年
二
月
か
ら
始
ま
っ
た
韓
・
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
五

年
を
超
え
る
時
間
を
要
し
な
が
ら
や
っ
と
最
終
締
結
に
辿
り
着
い

た
が
、
そ
の
道
程
は
相
当
険
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

農
業
分
野
の
交
渉
結
果
は
、農
産
物
一
、五
三
一
品
目
の
う
ち
、

五
八
五
品
目
が
直
ち
に
関
税
撤
廃
と
な
る
。
こ
れ
は
品
目
数
で
み

れ
ば
全
体
の
約
四
割
で
あ
る
が
、
輸
入
金
額
に
換
算
す
る
と
約
六

割
を
占
め
る
（
二
〇
〇
六
年
基
準
）。ま
た
五
年
以
内
の
完
全
撤
廃

は
、
品
目
数
で
は
全
体
の
約
六
割
を
超
え
、
輸
入
金
額
で
は
約
七

割
に
ま
で
に
達
す
る
。
五
年
間
で
国
内
農
業
の
構
造
を
画
期
的
に

変
え
な
い
限
り
、
ア
メ
リ
カ
産
の
農
産
物
に
よ
っ
て
破
滅
的
な
被

害
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
米
・
韓

Ｆ
Ｔ
Ａ
は
農
業
の
犠
牲
の
う
え
に
妥
結
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

韓
国
の
品
目
別
戦
略
は
、
①
米
作
を
守
る
た
め
、
米
は
譲
許
の

対
象
外
と
し
、
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
上
げ
る
こ
と
を
し
な
い
、
②
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重
要
品
目
に
は
Ｓ
Ｓ
Ｇ
４

お
よ
び
Ｔ
Ｒ
Ｑ
５

を
導
入
、
関
税
撤
廃

移
行
期
間
の
最
大
限
延
長
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
五
年
以
内
で
完
全
に
撤
廃
す
る
品
目
数

は
、
全
体
の
六
割
を
超
え
、
輸
入
金
額
で
は
約
七
割
に
達
す
る
結

果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

締
結
の
経
過
と
結
果
を
見
る
と
、
韓
国
政
府
は
交
渉
の
後
半
に

な
る
に
つ
れ
〈
重
要
品
目
の
み
を
守
れ
ば
い
い
〉
と
な
っ
て
い
っ

た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
交
渉
が
は
じ
ま
る
時
か
ら
米
以
外
の
重

要
品
目
は
犠
牲
に
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
重
要
品
目
よ
り
も
さ
ら
に
重

要
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
米
穀
に
し
て
も
、
最
初

か
ら
「
譲
許
外
」
と
さ
れ
た
も
の
の
、
実
は
二
〇
〇
四
年
の
Ｗ
Ｔ

Ｏ
多
者
間
交
渉
で
、一
〇
年
間
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス（
Ｍ
Ｍ
Ａ
）

を
経
た
後
に
、
関
税
化
へ
移
行
す
る
こ
と
が
す
で
に
決
ま
っ
て
お

り
、
米
・
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
だ
け
の
二
国
間
交
渉
で
は
大
き
な
政
策
的
意

味
を
持
っ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
農
産
物
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

の
対
象
と
な
っ
た
重
要
品
目
は
九
品
目
で
あ
る
。
こ
の
九
品
目
が

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
で
い
か
に
も
守
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、

米
・
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
重
要
な
品
目
は
、
そ
の
う
ち
牛
肉
・
豚

肉
・
玉
ね
ぎ
だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
三
品
目
の

み
が
ア
メ
リ
カ
産
の
シ
ェ
ア
が
大
き
く
、
残
り
の
り
ん
ご
・
唐
辛

子
・
に
ん
に
く
・
朝
鮮
人
参
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
ほ
と
ん
ど
輸
入
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｔ
Ｒ
Ｑ
適
用
は
五
品
目
で
あ
る
が
、
毎
年
三
％
ず
つ
の

増
量
と
な
っ
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト
時
点
の
無
関
税
ク
ォ
ー
タ
量
が

国
内
生
産
量
に
比
べ
、
多
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｒ

Ｑ
品
目
の
う
ち
、
オ
レ
ン
ジ
は
最
大
イ
シ
ュ
ー
の
一
つ
で
あ
る

が
、
①
収
穫
期
の
九
月
〜
二
月
は
現
行
関
税
（
五
〇
％
）
を
維
持

す
る
代
わ
り
に
、
無
関
税
ク
ォ
ー
タ
量
は
二
、
五
〇
〇
ｔ
か
ら
毎

年
三
％
増
量
す
る
、
②
端
境
期
の
三
月
〜
八
月
は
関
税
率
三
〇
％

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
こ
れ
を
七
年
間
で
撤
廃
す
る
、
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
生
鮮
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
急
増
は
避
け
ら
れ
た

よ
う
に
み
え
る
が
、
オ
レ
ン
ジ
の
需
要
の
太
宗
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ

ジ
ュ
ー
ス
の
原
材
料
、
冷
凍
オ
レ
ン
ジ
が
即
時
撤
廃
さ
れ
て
お

り
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
そ
の
も
の
も
五
年
後
に
撤
廃
さ
れ
る
な

ど
、
加
工
用
輸
入
へ
の
対
策
は
不
十
分
で
あ
る
６

。

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
韓
国
と
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）は
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
六
日
に
自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

に
正
式
署
名
し
た
。
交
渉
開
始
か
ら
三
年
五
ヶ
月
が
要
し
た
長
い

交
渉
で
あ
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
は
世
界
第
一
の
経
済
圏
で
、
中
国
に
次
ぐ
韓
国
の
最
も
主

要
な
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
米

・
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
以
上
の
経
済
効
果
を
生
む
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
八
年
の
韓
国
・
Ｅ
Ｕ
間
の
貿
易
規
模
は
約
九
四
〇
億

ド
ル
で
、
米
・
韓
間
の
貿
易
額
を
一
〇
〇
億
ド
ル
以
上
上
回
っ

た
。
貿
易
黒
字
も
対
Ｅ
Ｕ
で
は
一
八
四
億
ド
ル
で
、
対
米
の
二
倍
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に
迫
る
（
表
１
参
照
）。

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
全
人
口
は
五
億
人
で
、
米
国
（
三
億
人
）
よ
り

多
く
、
よ
り
大
き
な
市
場
を
形
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
は

平
均
関
税
率
が
五
・
六
％
と
、
米
国
（
三
・
五
％
）
よ
り
高
い
。

と
り
わ
け
韓
国
の
主
要
輸
出
品
目
の
自
動
車
（
一
〇
％
）、テ
レ
ビ

な
ど
映
像
機
器（
一
四
％
）、繊
維
・
履
物（
最
高
一
二
〜
一
七
％
）

な
ど
の
税
率
が
高
く
７

、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
り
関
税
が
撤
廃
さ
れ
れ

ば
、
韓
国
の
輸
出
品
が
そ
れ
だ
け
の
価
格
競
争
力
を
備
え
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
政
府
の
公
式
的
な
表
現
を
借
り
れ
ば
、
韓
国
と
Ｅ

Ｕ
の
貿
易
に
お
い
て
黒
字
で
あ
る
自
動
車
、
電
機
・
電
子
、
繊
維

な
ど
の
製
造
業
部
門
が
日
本
、
中
国
、
台
湾
、
ア
セ
ア
ン
国
々
よ

り
優
位
に
立
つ
と
い
う
論
理
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
対
日
貿
易
赤
字
が
年
々
膨
ら
む
中
、
精
密
機
械
や
部

品
産
業
な
ど
の
分
野
で
Ｅ
Ｕ
が
韓
国
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

れ
ば
、
韓
国
の
日
本
依
存
度
が
下
が
り
、
対
日
貿
易
赤
字
の
解
消

に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
農
林
水
産
物

輸
入
額
が
一
六
・
八
億
ド
ル
（
商
品
輸
入
額
の
五
％
程
度
）
を
占

め
て
お
り
、
米
国
に
並
ん
で
農
業
部
門
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
予

測
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
八
年
の
実
績
）。

韓
国
は
直
ち
に
撤
廃
す
る
農
畜
産
物
は
品
目
数
基
準
で
四
二
・

一
％
（
六
一
〇
品
目
）
で
あ
り
、
輸
入
額
基
準
で
一
九
・
五
％
水

準
の
水
準
で
あ
る
。

一
方
、
関
税
撤
廃
期
間
が
一
〇
年
を
超
過
お
よ
び
現
行
関
税
を

表１ 韓国と主要国との交易現況（２００８年）

資料：財団法人韓国貿易協会、外国貿易統計
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維
持
ま
た
は
例
外
と
適
用
さ
れ
た
品
目
は
二
一
〇
品
目
で
あ
り
、

品
目
基
準
で
い
え
ば
一
四
・
五
％
、
輸
入
額
基
準
で
八
・
七
％
水

準
で
あ
る

品
目
別
で
見
る
と
、
米
は
除
外
さ
れ
、
柑
橘
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ニ

ン
ニ
ク
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
大
豆
、
大
麦
、
朝
鮮
ニ
ン

ジ
ン
な
ど
は
現
行
関
税
を
維
持
し
、
全
脂
／
脱
脂
粉
乳
と
練
乳
、

天
然
蜜
は
現
行
関
税
を
維
持
す
る
が
、
一
定
の
ク
ォ
ー
タ
を
設
定

し
、
輸
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
韓
国
の
農
業
部
門
へ
の
対
応
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
も
米

及
び
米
関
連
製
品
（
三
九
品
目
）
に
対
し
て
例
外
を
設
定
し
て
、

一
部
野
菜
と
果
実
製
品
（
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
、
柑
橘
、
モ
モ
、

ス
モ
モ
な
ど
一
六
品
目
）
に
対
し
て
輸
入
価
格
が
一
定
の
水
準
よ

り
安
い
場
合
追
加
関
税
を
付
加
す
る
措
置
を
維
持
す
る
こ
と
と
し

た
が
、
韓
国
の
輸
出
能
力
か
ら
見
れ
ば
ほ
と
ん
ど
輸
出
す
る
可
能

性
が
低
く
、
形
式
的
な
措
置
に
過
ぎ
な
い
。
米
・
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
の

農
産
物
譲
許
水
準
を
比
較
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
農
業
部
門
に
限
っ
て
見
れ
ば
米
国
と
と
も
に

Ｅ
Ｕ
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
韓
国
農
業
は
ま
す
ま
す
窮
地
に
立
た
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
農
産
物
の
輸
入
額
、
Ｅ
Ｕ
一
六
・
八
億
ド

ル
、
米
国
六
四
億
ド
ル
、
二
〇
〇
八
年
実
績
）。

４
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
韓
国
政
府
の
支
援
策

今
後
米
や
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸
入
が
本
格
化
さ
れ
れ
ば
、
と
く
に
畜

表２ 米・韓／EU FTAの農産物譲許水準

資料：韓国政府の資料等を参考に筆者作成。
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産
分
野
に
お
い
て
そ
の
被
害
額
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
予
想
さ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
韓
国
政
府
の
対
策
と
し
て
は
、
直
接
的
被

害
補
填
よ
り
は
家
畜
疾
病
対
策
、
流
通
施
設
の
近
代
化
、
流
通
構

造
改
善
な
ど
競
争
力
向
上
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に

な
る
「
Ｆ
Ｔ
Ａ
国
内
補
完
対
策
」
は
、
米
・
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
を
契

機
に
（
二
〇
〇
七
・
一
一
月
）
に
策
定
さ
れ
た
が
、
政
府
は
米
・

韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
み
な
ら
ず
今
後
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
対
策
は
こ
れ
を
基
盤
に
し

て
行
う
と
発
表
し
て
い
る
。

主
要
内
容
を
見
る
と
一
〇
年
間
（
二
〇
〇
八
〜
一
七
）
で
二
一

・
一
兆
ウ
ォ
ン
の
規
模
の
予
算
を
確
保
す
る
見
通
し
で
あ
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
品
目
別
競
争
力
強
化
対
策
（
一
九
・
八
兆
ウ
ォ

ン
）
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
農
業
生
産

者
へ
の
直
接
的
な
被
害
に
つ
い
て
の
対
策
は
わ
ず
か
一
・
三
兆
ウ

ォ
ン
が
用
意
さ
れ
、
そ
れ
も
廃
作
の
前
提
と
し
て
支
払
う
こ
と
を

決
め
て
い
る
。
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
零
細
農
家
の
リ
タ

イ
ア
を
促
進
し
、
企
業
を
中
心
と
し
た
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
的

生
産
方
式
を
推
し
進
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

今
後
実
質
的
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
言
わ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
日
・
中
・
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

控
え
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、
韓
国
の
事
例
は
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
れ
で
自
国
の
農
業
は
守
れ
る
だ
ろ
う

か
。
そ
の
答
え
は
読
者
の
判
断
に
委
ね
た
い
。

１
「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
」
や
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
」
に
米
国
が
参
加
出
来
な
い
こ
と

が
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

２
開
成
工
団
で
生
産
さ
れ
る
商
品
に
つ
い
て
は
特
恵
関
税
付
与
を
原
則
的
に

認
め
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

３
長
官
ク
ラ
ス
の
権
限
を
有
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
官
僚
組
織
を
管
轄
出
来

る
権
限
を
大
統
領
か
ら
与
え
ら
れ
た
。

４
Ｓ
Ｓ
Ｇ
（
特
別
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
）
と
は
、
ウ
ル
グ
ァ
イ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
関
税
化
し
た
農
産
品
を
対
象
に
し
た
緊
急
輸
入
制
限
措
置
の
こ
と
で
、

輸
入
数
量
の
急
増
や
輸
入
価
格
の
下
落
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
基
準
を
超
え

た
時
に
自
動
的
に
発
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
般
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と

違
っ
て
、
輸
出
国
が
対
抗
措
置
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

５
Ｔ
Ｒ
Ｑ
（
関
税
割
当
）
と
は
、
一
定
の
輸
入
数
量
の
枠
内
に
限
り
無
税
ま

た
は
低
税
率
（
一
次
税
率
）
を
適
用
し
て
安
価
な
輸
入
品
を
確
保
す
る
一

方
、
こ
の
一
定
の
輸
入
数
量
の
枠
を
超
え
る
輸
入
分
に
つ
い
て
は
、
高
税

率
（
二
次
税
率
）
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
生
産
者
の
保
護
を
図

る
仕
組
み
。

６
す
で
に
二
〇
〇
五
年
の
加
工
用
濃
縮
液
輸
入
量
は
三
万
九
、
〇
〇
〇
ｔ
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
生
果
で
換
算
す
る
と
約
四
〇
万
ｔ
と
な
り
、
韓
国
の
ミ

カ
ン
生
産
量
約
六
四
万
ｔ
の
六
三
％
に
達
し
て
い
る
。

７
韓
国
国
策
研
究
機
関
（
一
〇
社
参
加
）
共
著
「
Ｅ
Ｕ
・
韓

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
経

済
的
効
果
分
析
」
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
六
日
、
ｐ
ｐ
。
一
〜
三
引
用
。
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編
集
後
記

五
月
十
五
日
、
二
〇
一
三
度
の
予
算
が
成
立
し
た
。
予
算
総
額

は
九
二
・
六
兆
円
で
、
前
民
主
党
政
権
が
作
っ
た
一
二
年
度
予
算

と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、
農
林
水
産
予
算
に
限
っ
て
い

え
ば
十
三
年
ぶ
り
の
増
額
と
な
っ
た
こ
と
を
歓
迎
し
た
い
。

自
民
党
は
、
か
つ
て
そ
の
民
主
党
予
算
を
「
バ
ラ
マ
キ
」
と
厳

し
く
指
弾
し
て
い
た
の
だ
が
、
農
林
水
産
予
算
は
民
主
党
時
代
の

政
策
を
ほ
ぼ
引
き
継
ぎ
、
違
い
と
い
え
ば
本
号
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
農
業
農
村
整
備
事
業
な
ど
基
盤
整
備
費
を
大
幅

に
復
活
さ
せ
た
こ
と
。
民
主
党
の
看
板
政
策
で
あ
っ
た
戸
別
所
得

補
償
制
度
を
激
し
く
こ
き
下
ろ
し
て
き
た
手
前
「
経
営
所
得
安
定

対
策
」
と
名
前
は
変
え
た
が
、
新
年
度
も
継
続
さ
せ
る
。
政
権
交

代
後
僅
か
な
時
間
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
が
、
今

日
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
農
政
の
現
場
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

日
本
農
業
新
聞
の
調
べ
で
は
、
国
に
な
ら
っ
て
二
七
の
都
県
で

農
林
水
産
予
算
が
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
。
但
し
、
国

の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
対
象
月
齢
の
引
き
上
げ
も
予
想
さ
れ
、
国
の
補
助

金
の
打
ち
切
り
な
ど
を
契
機
に
全
頭
検
査
を
見
直
す
自
治
体
も
あ

る
よ
う
だ
。

各
県
と
も
地
場
の
農
林
水
産
業
振
興
の
た
め
、
乏
し
い
財
政
を

や
り
く
り
し
て
支
援
事
業
な
ど
を
仕
組
ん
だ
自
治
体
も
多
い
。
新

規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
策
、
栽
培
技
術
の
習
得
の
た
め
の
助
成

や
研
修
施
設
整
備
、
耕
作
放
棄
地
の
復
元
策
な
ど
、
地
域
の
環
境

や
特
徴
を
活
か
し
た
県
単
事
業
な
ど
が
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら

が
地
域
の
明
日
の
元
気
に
つ
な
が
る
よ
う
祈
ら
ず
に
い
ら
れ
な

い
。問

題
は
、
参
院
選
を
前
に
さ
ま
ざ
ま
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て
い

る
次
年
度
予
算
の
行
方
に
あ
る
。

自
民
党
は
、
四
月
末
に
農
業
・
農
村
政
策
の
指
針
と
な
る
「
農

業
・
農
村
所
得
倍
増
目
標
一
〇
カ
年
戦
略
」
を
ま
と
め
た
。「
戦

略
」
に
は
自
給
率
・
自
給
力
の
向
上
を
は
じ
め
、
地
域
・
担
い
手

の
所
得
倍
増
、
全
農
地
の
八
割
を
担
い
手
に
集
中
、
農
業
・
農
村

の
多
面
的
機
能
に
対
す
る
「
日
本
型
直
接
支
払
制
度
」
創
設
な
ど

な
ど
で
、
積
年
の
食
料
・
農
業
・
農
村
の
懸
案
が
ち
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
政
府
は
六
月
に
「
成
長
戦
略
」
と
し
て
閣
議
決

定
、
参
院
選
の
公
約
に
も
掲
げ
る
と
い
う
。
美
辞
麗
句
や
あ
ら
ん

限
り
の
課
題
を
並
べ
る
の
は
良
い
と
し
て
も
、
今
日
の
疲
弊
を
招

来
せ
し
め
た
責
任
を
、
あ
た
か
も
全
て
民
主
党
政
権
の
三
年
間
に

帰
結
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
物
言
い
に
感
じ
て
し
ま
う
の
は
、
筆

者
だ
け
の
〝
ひ
が
み
〞
な
の
か
・
・
・
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
戦
略
」
の
実
現
に
は
相
応
の
予
算
が
伴
う

の
は
明
ら
か
で
、
そ
れ
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
下
の
先
行
き
不
安
が
強

ま
る
中
で
で
あ
る
。
政
府
に
は
、
不
退
転
の
実
行
が
求
め
ら
れ
て

い
よ
う
。

（
太
田
）
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